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本書について
本書は、TM-D710/S (TM-V71/S)、RC-D710 を使用して APRS や EchoLink の運用をお楽しみいただ くために作
成されました。

本書では、以下の機材について解説されています。

• TM-D710/S (TM-V71/S), RC-D710 ならびに、他社製の外付け GPS 装置、気象観測装置など。

• MCP-2A Version.3.10 (TM-D710/S, TM-V71/S, RC-D710 用 プログラ ミングソフ トウェア )
• TM-D710/S (TM-V71/S) RC-D710 のファームウェア : Firmware Version 2

(Firmware Version 2 とは、無線機本体のメインファームウェアバージ ョ ン 2.00 と、操作パネルのファーム
ウェアバージ ョ ン 2.00 の総称です。)
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はじめに

こめた思いは、「ひと りひと りの手で作る地球規模のネッ ト
ワーク」

FM 無線機は、取扱いが簡単なことから  SSTV、ATV、パケッ ト通信、GPS、衛星通信など時代の流れと
共にさまざまな用途に利用され、アマチュア無線家を楽しませてきました。一方では、パーソナル・コン
ピューターやインターネッ トの普及により通信手段は大き く変わりました。そして、アマチュア無線家
はそれらを融合させて新しい世界を作り上げています。

今まで FM 無線機はローカルでの通信が主流でしたが、インターネッ トの普及により広範囲での通信
が可能となってきました。 電波が直接届かないところでも、インターネッ ト を通じて音声およびデー
タを通信するネッ トワークは、今では全地球規模に拡がっています。そして、そのネッ トワークを支え
ているのがアマチュア無線家ひと りひと りです。

だれかがパソコンと無線機を接続してインターネッ ト とのゲート となる無線局を設置すれば、それが
インフラのひとつとなります。そして、そのインフラはアマチュア無線家の手により日々進化を続けな
がら、地域を問わず多くの人が利用することができる地球規模のネッ トワークと して今も拡がってい
ます。

ケンウッ ドの APRS への取り組み

TM-D710/S は、日本国内向けに販売される無線機として、はじめて APRS (Automatic Packet 
Reporting System) 機能を内蔵しました。 当社の APRS に関する歴史は古く、早くから NAVITRA や
APRS による、無線と GPS データ通信の融合に取り組んできました。

今から  12 年前、APRS の作者である Bob Bruninga 氏との出会いから、当社としての APRS の歴史が
はじまりました。 1996 年当時は、音声バンド と異なるバンドでデータ通信をすることができる FM
デュアルバンダー TM-V7 が、APRS を利用する海外のアマチュア無線家のあいだで重宝されていまし
た。その後は、インターネッ トやパーソナル・コンピューターおよび電子地図などが、技術の進化に伴っ
て、高機能で、より使いやすく なり、その流れと共に当社の無線機も進化してきました。

日本国内で NAVITRA 対応機として発売した TM-D700/S や TH-D7 は、海外では APRS 対応機として
発売され、APRS の普及に大き く貢献しました。そして新しい TM-D710/S では APRS に加えて、VoIP
を利用した EchoLink に対応する機能も搭載され、地球の裏側の無線局の位置を表示したり、メ ッセー
ジを交換したりするだけでな く、インターネッ ト を経由した音声通信もできるようになりました。

ケンウッ ドはこれからも APRS の可能性を追求し、より便利な機能を付加できるように取り組みを続
けていきます。
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もっと世界と、もっと多彩にアマチュア無線を楽しも う

HF 無線機で、電離層を通じて地球の裏側と交信するのは、アマチュア無線の大きな醍醐味です。
一方、「新しい電離層」とも言えるインターネッ ト を通じて、小さな FM 無線機から世界中のアマチュア
局と手軽にコ ミ ュニケーシ ョ ンをする楽しさも味わってみてはいかがでし ょ うか？

今では、何千、何万のアマチュア局が、この地球規模のネッ ト ワークでつながっています。そう 考える
だけでもわく わく してきませんか？ こんな国のこんなところにアマチュア局がいる。そしてあなたが
電波を出せば、ネッ ト ワークを通じて多く のアマチュア局とコミ ュニケーショ ンができます。

そして、この地球規模のネッ ト ワークは、私たちひとりひとりのアイデアで、ますます進化していきます。

APRS では、地域の気象情報やイベン ト情報が発信されていたり、地球を回るアマチュア衛星からも位
置情報が発信されています。

また、APRSではあなたの知り合いのアマチュア局が、今、地球上のどこにいるか分かるだけでな く、無
線機やパソコンからその知り合い宛にAPRS メ ッセージを送ることもできます。もし、そのAPRS局が
現在使用しているEchoLinkのノード局 (アクセスポイン ト ) の情報を発信していれば、メ ッセージを
やり と りするだけでな く、その局と音声による交信もすぐに可能です。

もっと世界と、もっと多彩に、アマチュア無線を楽しんで ください。

APRS 局の運用例
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1 開発コンセプ ト

TM-V71/S、TM-D710/SおよびRC-D710 の開発は以下のコンセプ トでスタート しました。

• 標準モデル (TM-V71/S) と多機能モデル (TM-D710/S) の無線機本体を共用にする。

( 共用にすることで、操作パネルを入れ替えれば、どちらのモデルでも使用できるようにする。)

• ユーザー自身が、APRSデータ通信機能を持つ操作パネル部のバージョ ンアップをできるよう にする。

• VoIP システムとの親和性を持たせる。

また、さまざまなアマチュア無線イベン ト  (アメ リカ：Dayton Hamvention, ARRL and TAPR Digital 
Communications Conference (DCC), ド イツ：Ham Radio in Friedrichshafen, 日本：ハムフェア等 ) でア

ンケート を実施し、要望を分析しました。

上記開発コンセプ ト を具現化するため、商品企画担当と開発担当が一つになり、構想段階においてアイ

デアを出しあいながら開発を進め、現在の姿に至りました。

1.1 無線機本体の共用

まず、これまでのTM-D700 シリーズの構成について振り返ってみました。 TM-D700 シリーズでは、無

線機本体にパケッ ト通信用の TNC モデムを内蔵し、本体マイコンには無線機の機能だけではな く、

APRS やNAVITRAなどのデータ通信用アプリケーシ ョ ンプログラムも実装しています。

多機能モデルのTM-D700/S を市場導入したあと、パケッ ト通信に関係するハードウェア部品を削除

し、標準モデルとして TM-V708/S を導入しました。しかし、本来は多機能モデルとして開発されていた

ため、設計変更は容易でしたが、標準モデルとしては価格の高いものになっていました。

今回は、当初から「標準モデル」と「多機能モデル」の2 タイプを開発する計画があり、どちらのタイプを

先に開発するかが議論され、最終的に次のような進化・発展するイメージとなりました。

① 標準モデルの開発 (TM-V71/S)

② 操作パネルだけが異なる、多機能モデルの開発 (TM-D710/S)

③ 操作パネル単体の商品化 (RC-D710)

この展開、特に②から③への展開は誰も予想しなかったのではないでし ょ うか？

多機能モデルは標準モデルと無線機本体を共用するという コンセプ ト を基に、パネル内部にTNCモデ

ムと APRSアプリケーシ ョ ンプログラムを内蔵するよう検討しました。

この段階で、我々は「APRS 機能付き  TNC」である多機能モデルの操作パネル部を進化・発展させた「多

機能パネル・APRS内蔵スタンドアローンTNC」(RC-D710)の商品化にも向かいました。「これまでのケ

ンウッ ド製品をお持ちのお客様にも、手軽にAPRSを楽しんでいただこ う」というのがそのコンセプ ト

です。
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1.2 発展性

TM-D700シリーズ以来のAPRS モデル開発のため、最新のAPRSプロ ト コルについて再調査を実施し

たり、APRSの創始者である Bob Bruninga 氏と共に操作仕様を検討し、開発を進めていきました。

APRS機能については、TM-D700シリーズが持つ機能をベースとし、い くつかの新しい、メインとなる

機能を追加しました。

• 気象観測装置を接続できるようにし、気象情報を送信する。

• ステーシ ョ ンリス ト、メ ッセージリストの数を大幅に増やす。

• ステーシ ョ ンリス トに各種ソート機能を搭載する。

• 効率的なビーコン送信のため、中継経路自動切替 (Proportional Pathing) などの機能を搭載する。

• デジピーター機能を、無線機のメニューで細かく設定できるようにする。

• 送信パケッ ト に音声通信周波数の情報を埋め込み、受信側ではワンタッ チでその周波数にQSYする。

その他、数えきれない程のアイデアがでました。2007年の発売以来、実現可能となった機能は随時導入さ

れ、ファームウェアがバージョ ンアップされています。そして、これからもますます進化していきます。

1.3 VoIP システムとの親和性

ケンウッ ドは、VoIPアマチュア無線の中で、全世界で圧倒的にユーザー数の多いEchoLinkに着目しま

した。そして、TM-V71/S、TM-D710/Sでは、移動局としてEchoLinkネッ トワークにアクセスする際に便

利な機能と、固定局としてEchoLink のノード局を構築する際に便利な機能とを盛り込むことをテーマ

にしました。

TM-V71/S、TM-D710/SでEchoLink ノード局をセッ トアップする場合は、特別なインターフェースユ

ニッ トは不要です。簡単なケーブルだけで、パソコンと無線機とを直接接続できます。

また、TM-D710/Sにはじめて搭載されたQSY機能(APRSビーコンにより EchoLink ノード局の周波数

にワンタ ッチでQSYする機能 )のように、APRS と VoIPを融合することは将来のアマチュア無線に大

きな可能性を生み出します。

APRS ネッ ト ワークは、コールサインによって、だれがどこにいるかをリアルタイムで把握しています。

一方で  EchoLinkは、VoIP を介して遠方のFM 無線機のユーザーと接続ができます。

まず、Firmware Version 2 のアッ プグレード では、QSY機能を発展させると共に、APRSのデジピーター

やIGate局と 、EchoLinkのノ ード 局とが一台のTM-D710/Sで同時に運用できるよう に進化しました。

そして、さらにこれらの技術を組み合わせてい く ことで、将来のアップグレードにより、今よりももっ

と簡単に、地球上のどこでも End-to-Endの音声リンクを確立させることを目指しています。

今後もさ らに進化を続ける  TM-V71/S、TM-D710/S およびRC-D710 は、将来にわたってアマチュア

無線家の皆様に満足していただける商品であると確信しています。
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2.1 APRS について

2.1.1 APRS の歴史

APRS は、1980年代の初めに、 WB4APR (Bob Bruninga)によって、リアルタイムにデジタルデータを

やり と りするための、小エリア用の通信システムとして開発されました。GPS機器が利用できるよう

になると APRSの本格的な運用が始まり、地図表示がシステムに組み込まれてAPRSネッ トワーク内

のすべての局の位置情報が確認できるようになりました。それから 13年経過しましたが、これまでに

開発されたAPRSアプリケーシ ョ ンの多くが車両位置の追跡機能に重点を置きすぎたため、APRSが

本来意図した、人と人との間でアマチュア無線を介してリアルタイムにさまざまな情報を交換すると

いう点においては、残念ながらあまり活用されていないのが現状です。

その結果、あまりにも多くのアマチュア無線家が、APRSの基本的な概念を誤解しているようです。

APRSは、車両追跡システムではありません。 APRS (Automatic Packet Reporting System) とは、アマ

チュア無線でさまざまな情報をリアルタイムに共有するように設計された「ローカルデータチャンネ

ル」です。 この「チャンネル」は、その地域の通信ネッ トワークやイベン トについてのリアルタイムで迅

速な情報のやりと りを、高い信頼性でサポートするように設計されています。1980年代中頃にまでさ

かのぼりますが、この APRS のシステムのコンセプ トは、アマチュア無線に関連するさまざまな情報

にだれでもアクセスできる、一元的な情報リソースチャンネルを提供するという ものでした。

2.1.2 ローカル情報のネッ トワーク

APRS の基本的な原則は、関連するすべての情報をネッ ト ワーク内のすべての局にただちに送信し、

受信したすべてのAPRS局では、標準化され、整合性のとれた形式で情報が表示されるという ものです。

APRSではすべてのユーザー間で同じように情報交換をおこなうため、位置情報、ステータス情報、

メ ッセージ、情報照会などのビーコン送信に関するフォーマッ ト を標準化するだけでな く、異なるシス

テムを使用するユーザー間でも同じ内容の情報を参照できるように、ガイ ド ラインを設けています。

また、APRSに使用するデータチャンネルが混雑して重要なローカル情報のアップデートに支障をき

たすことのないように、新しいTM-D710/Sは、送信間隔自動延長 (Decay Algorithm) および中継経路自

動切替(Proportional Pathing )などの機能も実装し、ビーコン送信の効率化を図っています。  

APRS は、単なる車両追跡システムではありません。各種情報提供と、人と人とのコ ミ ュニケーショ ンのための ツールです。
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2.1.3 移動局に便利な情報源

APRSは、単なる車両追跡システムではありません。(APRSのGPS機能は、1992年頃にGPSが身近に

なってから付加されたものです。) APRSには、さまざまな情報を伝える機能があります。下の

ケンウッ ドのTM-D710のディスプレイをご覧く ださい。これは、受信した局を100局まで表示できる 
STATION LISTの画面です。この表示例では、2局のAB9FX局(モービル局とポータブル局 )の位置情報

だけでな く、それぞれが運用している音声周波数も表示されています。また、この無線機が、その地域で

の音声通話用に推奨されている 3つのレピーター局のカバーエリア内にあることも、オブジェク ト情

報によって知ることができます。

図 2-1   TM-D710 STATION LIST 表示 ( アメ リカ・カナダ仕様の表示例 )

2.1.4 最新の情報発信

APRSは、アマチュア気象局による気象情報、他エリアからの移動局への情報、他局の位置情報、

EchoLink および IRLP ノード局のオブジェク ト情報、もし くは交通情報や緊急情報など、それぞれの地

域の最新情報を、すべてのAPRSユーザーに発信しています。

これらの機能に加え、必要に応じて、すぐにオペレーター同士がキー入力でメ ッ セージ通信ができる機

能や、さらにはシンプレッ クスでの音声通信のために、ボイスアラート 機能もサポート しています。

そして、Winlinkシステム (無線機を使用したE メールシステム ) への APRS インターフェースである

APRSLinkを用いれば、移動局はパソコンを使用せずにE メールを送受信することができます。

APRSはその地域でのアマチュア無線に関するすべての情報源であり 、また各種情報が常にリ アル

タ イムにアッ プデート さ れている情報チャンネルです。

2.1.5 さまざまな情報交換

APRSは、ローカル情報を管理したり表示したり しますが、ほとんどの場合は、イベン トの運用者やク

ラブのメンバー全員がAPRSを使用するわけではな く、また、自局の実際の位置を知らせるGPSが接

続された機器は、ご くわずかであると想定しています。そのため、フルに情報発信をおこなうためには、

多くの情報を手動で入力、管理できることが APRSの重要な機能になります。

さらに、掲示板やアナウンスの機能により、同じ情報を同時にすべての人に知らせることもできます。

APRSのメ ッセージ機能を利用すれば、音声通話チャンネルを使用しな く ても、バックグラウンドで重

要な情報をやり と りすることができます。
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2.2 ユビキタス オペレーシ ョ ン

APRSは、エリア内ではどこでも同じ設定で、あらゆる情報伝達がおこなえますが、それと同様に、すべ

ての移動局に対し、APRSは国境や大陸を越えて、世界中どこでも同じように動作する必要がありま

す。そのためには、運用周波数と中継方式の統一がおこなわれています。

まず、運用周波数については、北米ではどの地域でも 144.39 MHzがAPRS専用の周波数として割り当

てられています。北米以外の大陸でも、APRS専用の周波数が用意されています。 ヨーロッパでは

144.80 MHz、オースト ラリアでは 145.175 MHz が、APRS専用の周波数として割り当てられています。

日本では、慣例的に144.640 MHzが主に使用されています。

また、中継方式については、APRSは14 年間の進化を経て、2004年の初めには中継方式の仕様を非常

に簡素化し、旧式で非効率的な中継経路から新しい効率的な中継経路に置き換えるようにしました。

詳し くは、New-N Paradigm の項目を参照して ください。現在は、推奨される中継経路はどこでも １種

類だけであり、固定局では 「WIDEn-N」が使用されています。 ほとんどの大都市圏において、N (中継段

数 ) は通常 2 に設定されており、都市から遠く離れた奥地でも中継段数は3以下に設定されます。中継

段数が2のエリアでは、移動局は近くの、「WIDE1-1」に設定された、Fill-in タイプ (補間用 )のデジピー

ターのアシストにより、「WIDE1-1, WIDE2-1」という中継経路で、2段中継をおこなう ことができます。

Fill-in タイプのデジピーターで一度中継されたあと、WIDE タイプ (広域用 )のデジピーターで、今度は

広範囲に中継されます。

図 2-2   APRS ユーザー密度 ( アメ リカ全土 )

このデータは、今年の2月5日にFindU.comから送られてきたデータをAPRSdosでプロッ ト したもの

です。アメ リカにおける各地域でのAPRSユーザーの密集度がわかります。

グリ ッ ドのサイズは30マイル*1 で、それぞれが隣接する 8つのグリ ッ ド と平均化されています。デー

タの局数は、11,000局を越えています。

この地図を見る限りでは、アメ リカのかなりの部分で密集度が低いように見えますが、最も密集度の低

い地域からでも「WIDE5-5」(5段中継 )のようなパケッ ト を発信すると、密集度の高い都市部まで届いて

混信を与えてしまうので注意が必要です。また、近隣の都市部には密集度の低い地域よりも 100倍以上

のユーザーがいるため、混信はかなり激し く なります。

このような多数の局が発信するビーコンを効率的に中継するには、New-N Paradigmは正しいアプ

ローチといえます。

まず、 “20 per deg”以上の高密集度の地域、およびその周辺部では、「WIDE2-2」の使用を推奨します。

最大値である「WIDE3-3」を使用しても問題ないのは、 “5per deg”以下の低密集度地域のみです。
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また、New-N Paradigmに対応したデジピーター側で、さらに「WIDE4-4,WIDE5-5,WIDE6-6,WIDE7-7」
をUIDIGIのエイリアスに設定すると、それらのパスを使用したパケッ トが強制的に1回だけの中継に

変換されるので、推奨されない大きなN (中継段数 )のパケッ トが与える混信を最小限に抑えることが

できます。

 *1  30マイル = 48.280km

2.3 APRS の世界的なインターネッ トシステム

APRSは、本来は小エリ ア用のリ アルタイムの双方向通信システムでし たが、1990年代の半ばには、

インターネッ ト の膨大なバンド 幅が追加され、全てのローカルコミ ュニティ ーの情報を世界的規模で

結ぶことによって、リ アルタイムに相互にモニターすることが可能になり ました。それぞれの地域の

APRS周波数上では、そこでのあらゆるローカル情報がモニターできますが、さ らに現在では、何百に

もおよぶ IGateを経由して  APRSインターネッ ト システムに世界的規模で情報が流れています。

インターネッ ト 上で APRSのライブリ スト を見ると 、地図上には、IGateをあらわす I や G のシンボル

がたく さんあるのがわかり ます。このAPRS インターネッ ト システムは、世界各地の情報をモニター

できるだけでなく 、(APRS設備のある )世界中のAPRSユーザーに対し て、双方向の 2点間のメ ッ セー

ジ通信も可能にしています。

インターネッ トから、その地域の IGateを経由して、RF信号としてふたたび送信されるのは、メ ッセー

ジと、その地域の IGateからリクエス ト された局だけの位置情報に限られますが、インターネッ トに直

接接続しているすべてのAPRSユーザーは、インターネッ ト上でやり と り されるあらゆるAPRSの情

報を利用することができます。

2.4 ケンウッ ドの APRS への貢献

ケンウッ ドは、APRS の本来のコンセプ トである「双方向コ ミ ュニケーシ ョ ン」を最大限にサポートす

ることができる一連の無線機、TH-D7、TM-D700、および TM-D710 を開発しました。 これらの無線機の

フロン トパネル上にある APRS 情報画面により、モービル局のオペレーターは、APRS チャンネル上

で発信されている、周辺のアマチュア無線の活動に関するローカル情報にすぐにアクセスすることが

できます。

APRS クライアン ト用の機器やソフ トウェアは数多くありますが、地図表示や車両の位置情報に重点

を置きすぎるあまり、APRSの基本コンセプ トやAPRSネッ トワークのすぐれた機能を忘れてしまっ

ているものもあります。

しかし、ケンウッ ドの無線機は、そのような APRSへの短絡的なアプローチはせず、多機能かつ多彩な

機能を実装することで、APRS本来のコンセプ トである「双方向コ ミ ュニケーシ ョ ン」をサポート して

います。ケンウッ ドの無線機は、これらの機能によって、単なる車両追跡システムとしてだけではな く、

移動局のオペレーターへのリアルタイムな情報伝達システムとなるように設計されています。

• 位置入力

GPS 機器がな く ても任意の位置情報を無線機に手動で入力でき、5ヶ所までの位置情報が設定でき

ます。

• 接続した GPS 機器上の地図表示

ケンウッ ドの無線機は、地図表示機能のある NMEA フォーマッ トに準拠した GPS レシーバーを接

続すると、その地図上へ受信した情報を表示させることができます。また、GPS レシーバーに地図

表示機能がな く ても、無線機のフロン トパネルには、掲示板、メ ッセージ、気象情報に加え、相手局の

方向や相手局までの距離、さらにビーコン情報に含まれる相手局のアンテナの高さやゲインも表示

されます。
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• APRS ネッ トワーク効率化の機能

TM-D710/Sは、APRSでのネッ トワークの効率化に必要な機能をフルに実装し、すべてのユーザー

間で、チャンネルを効率的に共有できるようにしました。 TM-D710/Sでは新たに、Decay Algorithm 
(送信間隔自動延長 ) および Proportional Pathing (中継経路自動切替 ) に対応しています。 これらの

技術により、遠くからのデータや古いデータがネッ トワークに与える影響が最小限に抑えられ、い

つでも最新のローカル情報にアクセスできます。

• オブジェク ト情報の表示

ケンウッ ドの無線機は、受信した APRS のオブジェク ト情報を、フルに分かりやすく表示します。オ

ブジェク トの位置情報は、他の無線局と同じように、無線機に接続された表示装置の地図画面上や

無線機のフロン トパネル上に、距離や方角の情報と共に表示されます。オブジェク ト情報を受信す

ることにより、さまざまなローカル情報を知ることができます。

• 双方向でのメ ッセージ送受信

位置情報のビーコンをただ一方通行で発信するだけの装置とは異なり、ケンウッ ドの無線機では、

完全な双方向のメ ッセージの送受信と、メ ッセージの表示ができます。このリアルタイムの通信機

能により、特別なイベン トや緊急事態においては APRS をさらに有効に活用することができます。

• フ ィールドデータ入力

ケンウッ ド の無線機は、優れたフィ ールド データ表示装置であるばかりでなく 、各種データや位置情

報、メ ッ セージなどを簡単に入力できる、優れたフィ ールド データ入力装置としても設計されていま

す。 これまでにも  TH-D7 や TM-D700 が、さまざまな野外イベント において活用されてきました。

参考 URL: http://www.ew.usna.edu/~bruninga/aprsevent.html

• 無線機からの情報アクセス

ケンウッ ドの無線機は、フロン トパネルに詳細な情報を表示したり、オンラインでのすべての

APRS データにキー操作により簡単にアクセスできるため、アマチュア無線の各種情報を得るのに

はとても便利です。

一方、パソコンと情報表示ソフ ト を使用した固定局の運用の場合、た く さんの局を表示させるため

には大きな表示画面が必要になり、個別の APRS 局の詳細情報を表示させるにはパソコンのキー

ボードを使うため、操作が面倒になります。

操作性と表示機能に優れたケンウッ ドの APRS 無線機は、あらゆるフ ィールドに情報アクセスの場

を拡げます。

• APRS アイコンのオーバーレイ表示

ケンウッ ドの無線機は、APRS アイコンの一部に対してオーバーレイ文字を表示してきましたが、

新しい TM-D710/S では、表示する APRS アイコンの数を増やすだけでな く、ほぼすべての APRS
アイコンに対し、オーバーレイ表示ができるようになりました。 これにより、100 種類以上の記号の

組み合わせが可能になり、新たな使用法で、さらに APRS を活用することができます。

図 2-3   オーバーレイアイコンの例

• デジピート機能のメニューによる設定

ケンウッ ドの新しい無線機、TM-D710/S は、無線機のフロン トパネルから メニューによりデジピー

ト機能を設定することができるため、その地域の運用状況に応じてデジピート機能をオンまたは

オフに設定することができます。 さらに、TM-D710/S は、ユーザーが既存の「WIDEn-N」ネッ トワー

クに接続できない場合でも、緊急時の運用をするために 「TEMPn-N」のデジピーターとして自動的

に機能するようにあらかじめ設定されています。
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2 APRS の楽しみ方 (WB4APR, Bob Bruninga)

• QSY 機能

TM-D710/S の重要な新機能のひとつに、無線局が音声通話をおこなっている周波数の情報を送受

信できる、「QSY 機能」があります。 無線機は、自局の運用周波数を、位置情報パケッ トに埋め込むだ

けでな く、他の同様な局から受信した運用周波数の情報を表示できます。 さらに [TUNE] を押すと、

相手局の周波数にワンタ ッチで QSY し、すぐに QSO をはじめることができます。

• EchoLink、IRLP および Winlink 周波数

TM-D710/S は、近くの EchoLink や IRLP あるいは Winlink 局の周波数に自動的に同調することが

できます。 受信したローカルのオブジェク ト情報に周波数情報が含まれている場合は、 TM-D710/S
の [TUNE] を押すと、目的の周波数にワンタ ッチで QSY し、すぐに通信を開始することができま

す。

• ボイスアラート

ボイスアラート (Voice Alert) とは、ビーコンにトーンを設定した APRS 局同士が、直接電波の届く

範囲にいることを、音で知ることができる機能です。

APRS のビーコンは、通常はトーンを使用せずに送信されています。そのため、APRS 用の周波数で

CTCSS をオンにすると、トーンを使用した APRS 局のビーコンを直接受信できた場合のみ、

スピーカーから APRS ビーコンの受信音が出力されます。ボイスアラートで使用される CTCSS の

トーン周波数は、初期値では 100 Hz に設定されています。

また、ボイスアラート機能により相手の APRS 局が直接電波の届く範囲内にいることがわかった場

合、QSY 機能を使って、音声で通話する周波数の情報も伝えることができます。 

「6.1.6.2 QSY 情報を受信する」を参照して ください。

2.5 APRS の野外運用

下記の写真は、イベン トの際に屋外で運用されるAPRS局の、典型的なセッ トアップの例です。

このAPRS局のオペレーターは、他のチェ ックポイン トにいる参加者に現在の状況を知らせるだけで

な く、他のチェ ックポイン トの状況確認もおこなっています。

図 2-4   APRS の野外運用
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2 APRS の楽しみ方 (WB4APR, Bob Bruninga)
2.6 APRS の固定運用

固定局も、移動局と同様にAPRSの優れた情報発信源です。下記の写真は、移動先のホテルでAPRSの

固定局を設置し、運用している様子です。この場合オペレーターは、アマチュア無線の複数のチャンネ

ルをモニターし、受信した情報をAPRS用のパソコンに入力しています。その情報は、APRSネッ ト

ワーク上のどこでもモニターすることができます。無線を利用することで、オペレーターはわざわざ現

場まで出かける必要はありません。どこでも都合のよい場所で、アマチュア無線でモニターした情報

を、APRSネッ トワークに発信することができます。

図 2-5   APRS の固定運用

補足 : APRS を十分に活用できていないとすれば、それはプロ ト コルやハードウェアの問題ではありません。APRS はコ
ミ ュニケーシ ョ ンのツールであり、単に地図を表示させるだけのツールではありません。APRS のデータをモニター
するだけでな く、世界中のた く さんの APRS ユーザーとさまざまな情報の交換を楽しんで く ださい。
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3 APRS を運用するための準備
3.1 APRS を運用する前に

TM-D710/S, RC-D710 で APRS/ NAVITRA を運用するためには、まず初めに以下の設定をする必要が

あります。

• 内蔵時計

APRS/ NAVITRA データを送受信すると、データと共に日時が記録され管理されます。そのため、

内蔵時計の設定が必要です。

• 自局コールサイン

自局コールサインは、APRS/ NAVITRA データを送信するときに必要です。( 初期値「NOCALL」のま

まではデータを送信することはできません。)

• ビーコンタイプ

APRS または NAVITRA のどちらのフォーマッ トでデータを送信するかをビーコンタイプで選択し

ます。受信に関しては、ビーコンタイプの設定に関係な く、 APRS および NAVITRA 両方のデータを

受信することができます。

• 自局位置

GPS レシーバーを使用しない場合は、自局位置を手動で入力します。

• 自局アイコン

自局ビーコンで送信され、相手局に表示される自局のアイコンを設定します。

• パケッ ト送信方法の設定

自局位置情報の送信方法 (手動 /自動、送信間隔など ) を設定します。

• パケッ ト転送方式の設定

自局が送信するパケッ トの中継経路を設定します。

• サウンドの設定

APRS/ NAVITRA通信時の、ビープ音のオン /オフなどを設定します。

• 表示単位

距離、速度、温度の表示単位を設定します。

• 運用周波数

国や地域によって運用周波数が決まっていますので、内蔵データバンドの周波数をその周波数に合

わせます。

日本では、144.640 MHzがAPRSに使用されています。(地域によっては144.660 MHzがメイン、ま

たはサブとして使用されています。) NAVITRAには431.000 MHzが全国的に使用されています。

その他、海外では以下の周波数で APRS が運用されています。

北米 : 144.390 MHz, ヨーロッパ : 144.800 MHz, オースト ラリア : 145.175 MHz, 
ニュージーランド : 144.575 MHz, アルゼンチン : 144.930 MHz, ブラジル : 145.570 MHz, 

以上がAPRS/ NAVITRAを運用する場合の基本的な設定です。その他のいろいろな機能を設定するこ

とで、さらにAPRS/ NAVITRAをお楽しみいただけます。詳し くは、以降の章、および取扱説明書を参照

して ください。
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3 APRS を運用するための準備
3.2 設定

ここでは、実際の設定手順を説明します。

3.2.1 内蔵時計

メニュー No. 524 (AUX - DATE) を選択し、日付を設定します。

年 - 月 - 日の順番で設定します。

補足 : RC-D710 では、必ず月 - 日 - 年の順番になります。

例 : 2008 年 8 月 23 日を設定する場合

図 3-1   AUX - DATE メニュー 524

メニュー No. 525 (AUX - TIME) を選択し、現在時刻を設定します。

例 : 12 時 00 分を設定する場合

図 3-2   AUX - TIME メニュー 525

メニュー No. 526 (AUX - TIME ZONE) を選択し、タイムゾーンを設定します。

例 : 日本の場合　+09:00 (日本標準時刻 )を設定します。

図 3-3   AUX - TIME ZONE メニュー 526

GPSレシーバーを接続している場合は、測位している状態で、KEY、POSを押して自局位置表示の画

面にし 、 “ ” を押すと 、GPSレシーバーから取得した日付、時刻が自動的にセッ ト されます。

図 3-4   自局位置表示状態
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3 APRS を運用するための準備
3.2.2 自局コールサイン

メニュー No. 600 (APRS - BASIC SETTINGS - MY CALLSIGN) を選択し、自局コールサインを登録し

ます。

コールサインは「JA1YKX-12」のように「-XX」のSSID (Secondary Station Identifier) を付けることがで

ます。このSSIDは、「-1」から「-15」までの15種類が入力可能で、1つのコールサインで、SSIDなしを含

めて16種類が設定できます。 APRS/ NAVITRA共に、SSIDについては特に厳格なルールはありません

が、APRSの場合は以下のSSIDが一般的に使用されています。

Table 3-1   APRS での SSID の一般的な設定

例 : モービル局運用で、JA1YKX-9 を自局コールサインとして登録する場合

図 3-5   BASIC SETTINGS - MY CALLSIGN メニュー 600

3.2.3 ビーコンタイプ

メ ニュー No. 600 (APRS - BASIC SETTINGS - BEACON TYPE) を選択し、ビーコンタイプを設定します。

自局位置情報を APRS フォーマッ トで送信したいときは APRS を、NAVITRA フォーマッ トで送信し

たいときは NAVITRA を設定します。

補足 : 気象情報およびメ ッセージは、ビーコンタイプの設定にかかわらず APRS フォーマッ トで送信されます。

例 : APRS を設定する場合

図 3-6   BASIC SETTINGS - BEACON TYPE メニュー 600

なし 固定局、IGate (固定局 ) -9 モービルでの運用

-1, -2, -3 デジピーター、その他の固定運用 -10 インターネッ ト経由のみの運用

-4 HF から  VHF へのゲートウェイ -11 APRS touch-tone ユーザー (もし くは気球局など )
-5 IGate (固定以外 ) -12 ラップ ト ップのような移動機器などでの運用

-6 サテライ ト経由での運用 -13 一般的には使用されていません

-7 ケンウッ ド  TH-D7 などハンディー機での運用 -14 ト ラ ッ クでの運用

-8 船舶での運用 -15 HF での運用
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3 APRS を運用するための準備
3.2.4 自局位置

3.2.4.1 GPS レシーバーを使用する場合

メニュー No. 602 (APRS - GPS PORT) を選択し、GPS 端子に関する設定をします。

• BAUD RATE: 4800 bps ( 使用する GPS レシーバーのボーレートに合わせて設定します。) 

• INPUT: GPS (GPS レシーバーを設定します。) 

• OUTPUT: OFF (WAYPOINT, DGPS を使用しない場合。) 

図 3-7   GPS PORT - INPUT メニュー 602

3.2.4.2 自局位置を手動で入力する場合

メニュー No. 602 (APRS - GPS PORT) を選択し、GPS 端子に関する設定をします。

• INPUT: OFF

図 3-8   GPS PORT - INPUT メニュー 602

メニュー No. 605 (APRS - MY POSITION)を選択し、自局位置に関する設定をします。

• NAME: 任意 ( 自分の分かりやすい名前をつける。 HOME, etc) 

• LATITUDE: 緯度を設定します。

• LONGITUDE: 経度を設定します。

例 : 北緯 35度 30.54分、東経 139度 33.35分を設定する場合

図 3-9   MY POSITION メニュー 605
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3 APRS を運用するための準備
3.2.5 自局アイコン

メニュー No. 610 (APRS - STATION ICON) を選択し、送信する自局のアイコンに書換えます。

例 : ビーコンタイプがAPRSで、車載運用のため Carアイコンを設定する場合。

図 3-10   STATION ICON メニュー 610

3.2.6 パケッ ト送信方法

メ ニュー No. 611 (APRS - BEACON TX ALGORITHM) を選択し、自局位置情報の送信方法を設定します。

例1: 車載運用のため、スマート ビーコニング (SmartBeaconing) 機能を使用する場合。

図 3-11   BEACON TX ALGORITHM メニュー 611 (1)

例2: 固定運用のため、30分ごとに自動でビーコンを送信する場合。

図 3-12   BEACON TX ALGORITHM メニュー 611 (2)

3.2.7 パケッ ト転送方式

メニュー No. 612 (APRS - PACKET PATH) を選択し、パケッ トパスを設定します。

例1： 市街地の車載運用のため、WIDE1-1, WIDE2-1を設定する場合。

( 初期設定で使用します )

図 3-13   PACKET PATH メニュー 612 (1)
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3 APRS を運用するための準備
例2： 市街地の固定運用のため、 WIDE2-1に設定する場合。

図 3-14   PACKET PATH メニュー 612 (2)

3.2.8 サウンド

メニュー No. 624 (APRS - SOUND) を選択し、APRS/ NAVITRA通信時の、ビープ音のオン /オフなど

を設定します。

例： 自局位置情報を送信したときに、確認のためビープ音を鳴らす場合。

• TX BEEP (BEACON): ON

図 3-15   SOUND メニュー 624

3.2.9 表示単位

メニュー No. 626 (APRS - DISPLAY UNIT 1) を選択し、使用する表示単位を設定します。

例 : 速度 /距離単位を [km/h, km], 高度 /雨量単位を [m,mm], 気温単位を [℃ ] に設定する場合。

図 3-16   DISPLAY UNIT 1 メニュー 626

3.2.10 APRS 運用周波数

例 : 144.640 MHz を使用する場合。

図 3-17   操作周波数
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4 GPS

4.1 GPS とは ?

GPS という言葉は一般化していますが、簡単に内容をご紹介します。

GPS (Global Positioning System ：地球測位システム ) とは、米国国防省が軍事用に開発したシステムで

す。 このシステムは、今ではすべての人に開放されています。 たとえば、だれでも GPS衛星をカーナビ

ゲーショ ンシステムなどに利用できます。現在は、民間用途での位置精度は10 m程度になっています。 

さらに、カーナビゲーシ ョ ンや船舶などでは、マップマッチングやディ ファレンシャルGPS という技

術を用いて精度を向上させることもおこなっています。

GPS 衛星は、高度が約 20,000 km で、軌道半径 26,000 km の 6 つの円軌道上に配置されており、合計

で 24 個以上配置されています。 

そのため、各軌道軌跡に 4 つ以上の衛星が配置されていることになります。

周波数は一般的に使われるものでは 1575.42 MHzで、占有周波数帯域は 2.046 MHz となっています。

同一周波数で複数の GPS 衛星が電波を出しているため、スペク ト ラム拡散変調方式 (SS) が採用され

ています。周波数からわかるように、430 MHz 帯の送信機の高調波 (スプリアス ) や 1200 MHz 帯の送

信機等の影響で GPS の電波が抑圧を受け、正常に受信できないことがあるので無線機やアンテナの

設置には十分注意が必要です。

図 4-1   軌道上の IIR GPS 衛星

4.1.1 測位原理

GPS レシーバーは、GPS 衛星から送信された電波を受信して、到達した信号が届くのにかかった時間

を測定します。この時間を距離に換算し、これを複数の衛星から受信する事でそれぞれの距離を半径と

する球面の交点が被測位点となります。実際には、これらの測位が可能となるような複雑な仕組みが衛

星やそのデータの中にあります。
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4 GPS
4.1.2 測地系

測地系(datum) とは、経度・緯度・高度を表すときに使用する座標系のことです。

地球は正確には完全な球形ではな く、赤道付近が少し膨らんだ楕円に近い形をしており、また、高い山

や深い海溝など、大きな地形の起伏もあります。さらに、地球内部の構造が均一ではないため、地球の引

力は場所により異なり、海面の平均的な高さも、どこでも同じではありません。

そのため、地球の形に近似した基準の楕円体をもとに、基準点を設定して地球上の位置をあらわします。

日本では明治以来、日本測地系(Tokyo datum)が使用されてきましたが、測地法の改正により 、

2002年4月1日からは、基本測量及び公共測量の基準が、それまでの日本測地系から、ITRF系 
(International Terrestrial Reference Frame： 国際地球基準座標系)と呼ばれる世界測地系に移行しました。

日本以外の多く の国々も、世界的な基準である世界測地系に移行しています。

また、1984年にGPS衛星による測定の成果を盛りこんで決定された、WGS84 (World Geodetic 
System 1984) と呼ばれる基準楕円体を使った測地系が、GPSによる位置表示の基準として使用されて

いますが、WGS84の過去数回の改訂を経て、現在ではWGS84 と ITRF系とは、事実上は同等(差は1cm
未満)になっています。

APRSでは、WGS84を測地系として使用します。

4.1.2.1 GPS システムおよび APRS の位置表示形式

位置は、度、度と分、度、分、秒など、複数の形式で表示することができますが、GPS システムおよび 
APRS では、秒は使用せず、度、および 分 (10進数で、小数点以下2桁 )の形式が標準となっています。標

準形式を設定する事により、面倒な変換やエラーが発生しな く なります。

TM-D710/S、RC-D710 も、初期設定ではこの標準形式で位置表示されるようになっています。

表 4-1   APRS での位置形式の規格

座標 形式 実際の列

経度
DD MM.mm 
(度および分であらわします )

北緯35度 30.54分 
35 30.54N 
+35 30.54

緯度
DDD MM.mm 
(度および分であらわします )

東経139度 33.35分
139 33.35E
+139 33.35
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4 GPS
4.2 GPS レシーバー
下記のGPSレシーバー(GPS18PC および GPSMAP 60CSx)は、TM-D710/S, RC-D710の動作確認機

種ですが、当社の取扱う製品ではないため、それらの機器自体は当社のサポート対象外となります。

図 4-2   GPS レシーバー接続例

4.2.1 GPS18PC (Garmin 社製 )
GPS18PC は、モジュールタイプのGPS レシーバーです。表示画面はありませんので、WAYPOINT機

能を使用することはできません。

通信は RS-232C の 9ピンの D-SUB シリアルポートでおこないます。下記の配線例のように、GPSレ

シーバーの 9ピン D-SUBシリアルポートから  φ2.5 mm 3極プラグに変換して、GPS レシーバーを 
TM-D710/SおよびRC-D710 に接続します。

電源は、GPS18PC のDC12 V 用シガレッ ト ライターアダプターより供給することができます。

図 4-3    (9 ピン D-SUB φ2.5 mm 3 極プラグ変換 )

4.2.2 GPSMAP 60CSx (Garmin 社製 )
GPSMAP 60CSx はハンディ タイプのGPS レシーバーです。表示画面があり、TM-D710/S, RC-D710
から出力されたWAYPOINT情報を画面上に表示することができます。

Garmin社の純正オプシ ョ ンである PCインターフェースケーブル(PC interface cable / Garmin Part 
Number : 010-10141-00) もし くは、シガレッ ト ライターアダプター付きPCインターフェースケーブ

ル (PC interface with vehicle power cable/ Garmin Part Number : 010-10165-00)を使用し、上記の

GPS18PC と同様に、9ピン D-SUBシリアルポートから φ2.5 mm 3極プラグに変換して、TM-D710/S, 
RC-D710に接続します。

4.2.3 その他の GPS レシーバー

TM-D710/S, RC-D710に接続するGPS レシーバーは、NMEA 0183 フォーマッ トに準拠し、RS-232C
互換の信号極性で、下記のレベルで出力されるものを使用して ください。

「Low レベル : - 15 V ～ 0.5 V/ High レベル : +3.0 V ～ +15 V」
USB コネクターで接続するタイプの GPS レシーバーは使用できません。

GPS  

( : Garmin  GPSMAP 60CSx)

9 D-SUB - ( )

9 D-SUB タ-( )

GPS  

( : Garmin  GPS18PC)

GPS

5 3 2
GND

RXD

TXD

(9  D-SUB ー ( ))

9  D-SUB ( )
TM-D710/S RC-D710

TM-D710/S RC-D710
(φ2.5mm 3 )
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4 GPS
4.2.4 測地系の設定

APRSを運用する場合は、世界中どこでも WGS84を使用します。

したがって、APRSの運用で使用するGPSレシーバーは、測地系がWGS84のものを使用して くださ

い。(4.2.1, 4.2.2で例に挙げたGPSレシーバーは、初期状態はWGS84です。)

WGS84 と日本測地系とでは、位置表示で数百メートルのずれが発生しますのでご注意ください。

GPSレシーバーによっては、コマンド により測地系の変更が可能なものがあります。(詳し く はお使い

のGPSレシーバーのマニュアルを参照するか、GPSレシーバーの製造・販売元にお問い合わせ下さい。)

【参考】ケンウッ ド TGP-10 の 測地系変更方法

1990年代に日本国内向けに開発されたNAVITRAシステムでは、日本測地系(Tokyo datum)が使用されてきま
した。そのため、NAVITRA対応機であるTM-D700/Sのオプショ ンとして国内向けに販売されていたGPSレ
シーバー TGP-10 (生産終了)も、初期状態では日本測地系で位置情報が出力されるよう にになっています。

TGP-10 の測地系は、以下の方法により変更することができます。

• 変更方法

パソコンから、HEXデータ  (16進数) の送れるターミナルソフ ト を使用して、パソコンのシリアルポート
(のTXD)からの信号を、通電状態のTGP-10のDATA端子(のRXD)に、以下のようにHEXデータを送信し
ます。

＊ パソコン側の通信の設定：

データスピード： 4800 bps, スタート ビッ ト ： 1 bit, データ長： 8 bits, スト ップビッ ト： 1 bit, 
パリテ ィービッ ト： なし

＊ 送信内容：

A2 (hex) + 00 (hex) + DA (hex)　 [HEX データで、 “A2 00 DA” と送信します。]
上記のデータの意味：

A2 (hex) = Header

00 (hex) = WGS84  [01 (hex) の場合は日本測地系に設定されます。]
DA (hex) = Terminator

図 4-4   パソコンと TGP-10 との接続

注1) 「ハイパーターミナル」のようなソフ トウェアでは、ASCII コード しか送れないので設定できません。必
ず、HEXデータが送信できるソフ トウェアを使用して ください。 (具体的なソフ トウェアの種類につき
ましては、当社からはご案内しておりません。お客様ご自身でお調べいただき、入手して ください。)

注2) TGP-10に内蔵されたバックアップ電池の電圧が低下すると、初期状態の日本測地系に戻ります。
通電しない状態では、バックアップの目安としては約３日ですのでご注意ください。

注3) TGP-10を TM-D710/S、RC-D710に接続される場合、TGP-10の初期状態である日本測地系(NAVITRA用)
では動作保証致しますが、測地系変更については動作保証およびサポート の対象外となります。

下記の内容につきましては、当社のサポート外となります。お客様ご自身の判断と責任でおこなって ください。
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5 パソコン用 APRS ソフ トウェア

この章で紹介するAPRS ソフ トウェアは当社の取り扱う製品ではないため、当社のサポート対象外と

なります。

5.1 UI-View32

5.1.1 UI-View32 の紹介

APRS のパソコン用クライアン ト ソフ トウェアである UI-View32 では、インターネッ トに接続して、地

図上に、移動局や気象局などのAPRS局を表示できます。また、TM-D710/S (RC-D710) と  UI-View32 を
接続することで、TM-D710/S (RC-D710) で受信したAPRS局を地図上に表示したり、EchoLink ノード

局などのオブジェク ト情報を発信したり、IGate局を開設したりするなど、より APRSの拡張性が広が

ります。

使用にあたっては、UI-View32 の登録番号 (Registration No.) と  APRS Sever の認証番号 (Validation 
No.) の取得が必要となります。

UI-View32のダウンロード、登録番号、認証番号の取得については、下記のJ-net ホームページを参照し

て ください。

http://www.suny.jp/Ham/APRS.html

UI-View32の設定、使用方法などについてはUI-View32のヘルプファイルを参照して ください。その他、

インターネッ ト上でも多くの情報がありますので参照して ください。

また、CQ出版社の「新世界の扉を開こ う  デジタル＆インターネッ ト通信」(CQ ham radio編集部編)で
も、UI-View32について詳し く説明されています。

http://www.cqpub.co.jp/hanbai/books/14/14951.htm

UI-View32の公式ホームページはこちらです。

http://www.ui-view.org

補足 : 上記 URL は 2008 年 8 月現在のものです。

図 5-1   UI-VIEW32 での APRS 局表示画面
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5 パソコン用 APRS ソフ トウェア
5.1.2 TM-D710/S (RC-D710) とパソコンとの接続方法

TM-D710/Sの操作パネル、RC-D710の背面部にある COM 端子と、パソコンのシリアルポートをオプ

シ ョ ンのPG-5G (プログラ ミングケーブル ) で接続します。この場合、TM-D710/S、RC-D710はAPRS/
NAVITRAモードではな く、パケッ トモードに設定します。

図 5-2   パソコンとの接続

5.1.3 UI-View32 の設定方法

TM-D710/S (RC-D710) と  UI-View32 を組み合わせてAPRS通信をおこなう場合は、KISSモードを

使用します。

KISS (Keep It Simple, Stupid)モード とは、TNCのプロト コル制御をパソコン側でおこなう 特殊なモード

です。

1. [TNC] を押して TM-D710/S (RC-D710) 側を、パケッ トモードに設定します。

“PACKETxx” と表示され、パケッ トモードになったことを確認します。

2. UI-View32 側では、Setup から  Comms Setup ウィンドウを開きます。

3. Comms Setup ウィンドウで、TM-D710/S (RC-D710) の COM 端子の通信条件を、UI-View32 に設

定します。

Baud Rate: 9600 (メニューNo.528で変更できます), Data Bits: 8, Stop Bits: 1, Parity: None, 
COM port: 使用するパソコンのシリアルポート

図 5-3   UI-View32 の Comms Setup ウィンドウ

4. Host mode プルダウンリストから  “KISS” を選択し、隣の “Setup” ボタンをクリ ックします。

5. KISS Setupウィンドウが開くので、Easy Setupで “TNC2” を選択し、 “OK”ボタンをクリ ックします。

図 5-4   UI-View32 の KISS Setup ウィンドウ

PG-5G
9

D-SUB
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5 パソコン用 APRS ソフ トウェア
6. Comms Setup ウィンドウの “OK”ボタンをクリ ックすると、Comms Setup ウィンドウが閉じます。

UI-View32 から TM-D710/S (RC-D710) の内蔵 TNC にコマンドが送られ、内蔵 TNC が KISS モード

に移行します。

このときに、TM-D710/S (RC-D710) の表示部の STA、CON の表示が同時に数回点滅します。

この時点より、UI-View32の設定にしたがって、APRS通信をおこないます。TM-D710/S (RC-D710)側
でおこなったAPRSに関する設定 ( メニューNo.600～631)は、動作には反映されません。

UI-View32のその他の設定は、ヘルプファイルの説明などを参照して ください。

補足 : 

UI-View32 のComms SetupウィンドウのTNC typeで “TM-D700”を選択しても、TM-D700/SとTM-D710/S (RC-D710) とではPC 
コマンドの互換性がないため動作しません。 上記のように KISS モードで運用して ください。

TM-D710/S (RC-D710)内蔵TNCのバッファーメモリーのサイズは 4096バイ ト用意されており、KISSモードで安定した動作をお
こなう ことができます。

UI-View32のKISS SetupウィンドウのEasy Setupで “TM-D700” を選択した場合、TM-D710/S (RC-D710)では対応していないコ
マンドが設定されるため推奨しません。TM-D710/S (RC-D710) では、上記のように “TNC2” を選択して く ださい。

5.2 APRS 関連ソフ トウェア一覧

APRS ソフ トウェアは、様々なプラッ ト フォーム上で動作します。 これらのソフ トウェアの多くは、

定期的に更新されており、インターネッ トからダウンロードできます。 ほとんどのソフ トウェアは

シェアウェアであり、最新のバージ ョ ンは TAPR (Tucson Amateur Packet Radio) FTP サイ ト :
 ftp://ftp.tapr.org/aprssig からダウンロードできます。 なお、これらのソフ トウェアは当社の取り扱う製

品ではないためサポート対象外となります。

• APRSdos  (ftp://ftp.tapr.org/aprssig/dosstuff/APRSdos) 

作者 : Bob Bruninga, WB4APR, APRS の創始者

MS-DOS 上で動作

• MacAPRS  (ftp://ftp.tapr.org/aprssig/macstuff/MacAPRS) 

作者 : Mark Sproul, KB2ICI and Keith Sproul, WU2Z
Mac OS 7 以降で動作

• WinAPRS  (ftp://ftp.tapr.org/aprssig/winstuff/WinAPRS) 

作者 : Mark Sproul, KB2ICI ならび Keith Sproul, WU2Z
Windows 95 以降または Windows 3.1 + Win32s で動作

• javAPRS  (ftp://ftp.tapr.org/aprssig/javastuff) 

作者 : Steve Dimse, K4HG
JAVA 環境で動作

• APRSplus  (ftp://ftp.tapr.org/aprssig/winstuff/APRSPLUS) 

作者 : Brent Hildebrand, KH2Z
Windows 95 以降または Windows 3.1 + Win32s で動作

• AGWTracker  (http://www.agwtracker.com) 

作者 : George Rossopulos, SV2AGW

• UI-View32  (http://www.ui-view.org) 

作者 : Roger Barker, G4IDE SK
補足 : 上記 URL は 2008 年 8 月現在のものです。
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6 APRS の運用例

ここでは、TM-D710/Sを使ったAPRSの運用例を説明します。

APRSは、国内では 144.640 MHz、もし くは地域によっては144.660 MHzで運用されています。

6.1 車で運用してみよう

6.1.1 概要

まず車載運用で必要な、GPS レシーバー、TM-D710/S、アンテナ、必要なケーブル類を用意して車に設

置します。長距離を移動する場合などでは、近くの移動局の位置を確認し、APRS メ ッセージの交換や、

音声でのQSOを楽しむことができます。

TM-D710/S では、モービル運用に便利な機能を搭載しています。

自局が送信する位置ビーコンの送信間隔を効率的にする機能として、送信間隔自動延長 (Decay 
Algorithm)、 中継経路自動切替 (Proportional Pathing) そして、Firmware Version 2へのアップグレード

で追加された、スマートビーコニング (SmartBeaconing) があります。

送信間隔自動延長は、GPSレシーバーからの速度情報が 1 ノ ッ ト未満*1 のときに (停車中 )、送信間隔

を自動的に延長していきます。

中継経路自動切替は、 GPSレシーバーからの速度情報が 3 ノ ッ ト以上のとき (移動中)、送信パケッ ト

パスを 1 分ごとに自動的に切り替えます。

スマートビーコニングは、GPSレシーバーからの速度情報、進行方向情報により、効率的にビーコンを

送信します。移動速度に応じて送信間隔時間を可変したり、曲がり角を検出してビーコンを送信したり

するため少ないビーコン送信数で実際の走行ルートに近い記録を残すことができます。
*1  1 ノ ッ ト  = 1.852 km/h

以下のような便利な機能もあります。

6.1.1.1 自動メ ッセージ応答機能

APRS メ ッセージを受け取ったときに、あらかじめ設定した「Pse QRX. Will return later.」 (少々お待ち

ください。後ほど戻ります。)などのようなテキスト メ ッセージを自動的に返信します。

自動メ ッセージ応答機能は、オペレーターが一時的に返信できない場合のみ、メ ッセージの送信者に、

その旨を知らせるために使用されます。この機能を常時オンにすると、APRSのネッ トワークに不必要

な負荷を与えることがありますので、通常はオフにします。

また、自動応答機能を使用しないでも、通常は、メ ッセージを受信した側からは、送信した側に常に

ACK (受信確認データ )が送り返されるので、メ ッセージが相手に配信されたことを知ることができます。

6.1.1.2 メ ッセージ読み上げ機能

メ ッセージ本文が「%」で始まっている場合に、送信者のコールサインと メ ッセージの文字列を、一文字

づつ読み上げます。 (受信側で、オプシ ョ ンの VGS-1ユニッ ト を装着している場合のみ。)

6.1.1.3 文字入力方法

メ ッセージの文字入力は、【同調】を回して選ぶ以外に、マイクロホンの DTMF キーパッ ドを使用して

携帯電話の文字入力のように入力する方法もあります。

以降、各機能の詳細を説明します。

注意 : TM-D710/S (RC-D710) を操作する場合には安全な場所へ車を停車させてからおこなって ください。運転しながらの操作は危
険ですのでおやめください。
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6 APRS の運用例
6.1.2 送信間隔自動延長 (Decay Algorithm)
ビーコン送信を、一定の時間間隔でおこなうように設定すると、渋滞などで、移動しない状態でも、一定

の時間間隔で、同じ位置で繰り返し無駄な位置ビーコンが出てしまいます。送信間隔自動延長 (Decay 
Algorithm)を使用した場合は、停車中はビーコンの送信間隔を徐々に延ばすため、無駄なビーコン送信

を減らすことができます。

図 6-1   送信間隔自動延長の動作例

位置情報に変化がないときは、ビーコン送信間隔が、1 分 → 2 分 → 4 分 → 8 分 → 16 分 → 32 分のよ

うに、最大 32 分まで延長されます。自局が「停車中」と判断する速度は、MCP-2A の APRS/ NAVITRA 
ウィンドウ > Page 7 タブの Decay Algorithm - Stopped で設定します。ここで設定した速度よりも遅

い場合、「停車中」と判断してこの機能が動作します。 この速度の設定は、MCP-2Aでのみ変更できます。

6.1.3 中継経路自動切替 (Proportional Pathing)
移動中に、1 分ごとに送信パケッ トパス (中継経路)を自動的に切り替えてい く機能です。中継が不要な

近距離の局に対してはパケッ トの更新頻度は１分ごとのままに保ちつつ、一方で、頻繁な更新は必要と

しない遠距離に対しては、中継の段数を間引く ことで、ネッ トワーク全体の負荷を大幅に軽減します。

図 6-2   中継経路自動切替の動作例 ( 中継経路を「WIDE1-1, WIDE2-2」に設定した場合 )

自局が「移動中」と判断する速度は、前項の送信間隔自動延長と同様に、MCP-2A の APRS/ NAVITRA 
ウィンドウ > Page 7 タブの Proportional Pathing - Moving で設定します。ここで設定した速度を上回

ると、「移動中」と判断してこの機能が動作します。 この速度の設定は、MCP-2Aでのみ変更できます。
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6 APRS の運用例
6.1.4 送信間隔自動延長と、中継経路自動切替との併用

2つの機能を併用した場合、下図のように各機能が切り替わります。

図 6-3   切り替わり動作例 ( 停止中 = 1 ( ノ ッ ト ) 、移動中 = 3 ( ノ ッ ト ) のとき )

上記の例が示すように、移動局の速度が 3 ノ ッ ト  を上回った場合、Decay Algorithm は停止し、

Proportional Pathing が開始されます。 同様に、移動局の速度が 1 ノ ッ ト を下回った場合、Proportional 
Pathing は停止し、Decay Algorithm が開始されます。

補足 : Stopped を下回る値を Moving に設定することはできません。 また、Moving を上回る値を Stopped に設定することはできま
せん。

6.1.5 スマートビーコニング (KA9MVA, Steve Bragg)
スマートビーコニング (SmartBeaconing)は、1998 年に Steve Bragg (KA9MVA) と Tony Arnerich 
(KD7TA) により開発されました。この機能は、GPSレシーバーから得られる移動速度や進行方向の

データにもとづき、効率的に自局位置情報のビーコンを送信するものです。移動速度に応じて送信間隔

時間を可変(Variable Rate Beaconing) したり、曲がり角を検出してビーコンを送信 (Corner Pegging)
したりするため、少ないビーコン送信数で実際の走行ルートに近い記録を残すことができます。

TM-D710/SおよびRC-D710では、Firmware Version 2 から  スマート ビーコニング機能が追加されま

した。

スマートビーコニング機能をオンにするには、メニューNo.611でMETHODをSmartBeaconingに設定

します。その場合、送信間隔自動延長と中継経路自動切替は動作しません。スマートビーコニングの設定

にしたがってビーコンを送信します。 ( メニューNo.611の INITIAL INTERVAL, DECAY ALGORITHM, 
PROPORTIONAL PATHING の設定は反映されません。)

6.1.5.1 Variable Rate Beaconing ( 速度による送信間隔の変更 ) 
自局の移動速度がメニューで設定した LOW SPEED 未満のときは、メニューで設定した SLOW RATE 
の間隔で、位置ビーコンが繰り返し送信されます。また、メニューで設定した HIGH SPEED を超える

と、メニューで設定した FAST RATE の間隔で位置ビーコンが繰り返し送信されます。自局の移動速度

が LOW SPEED 以上で FAST SPEED 以下のときは、その速度に応じてビーコンの送信間隔を連続的

に可変させます。速度が遅いほど送信間隔は長く なり、速く なるほど短く なります。

その結果、LOW SPEED 以上、HIGH SPEED 以下の速度で直線を走行する場合、ほぼ一定の走行距離毎

にビーコンが送信されることになります。

ビーコン送信間隔距離 ： FAST SPEED (時速 ) x FAST RATE (秒) ÷ 3600 (1時間 = 3600秒のため )

Proportional
 Decay

 ( ) 0 2 2 13 335

Decay Decay DecayProportional Proportional Proportional Proportional
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表 6-1   速度と送信間隔の関係

表 6-2   設定例

表 6-3   Variable Rate Beaconing の動作例

(Low Speed = 5, High Speed = 70, SLOW RATE = 30 分 , FAST RATE = 120 秒 )

図 6-4   速度による送信間隔 (上記設定例 )

補足: スマート ビーコニングのパラメーターで使用される速度の単位は、メニューNo.626 で設定されたもの (mi/h, km/h, knots) が
そのまま反映されます。(メニューNo.626で単位を変更しても、設定したスマートビーコニングのパラメーターの値は変換さ
れません。)

速度 送信間隔

HIGH SPEED 超過 FAST RATE

HIGH SPEED 以下
LOW SPEED 以上
(HIGH SPEED ≧ LOW SPEED の設定時のみ ) 

下記計算式で算出
FAST RATE x HIGH SPEED ÷ 現在速度 = 送信間隔

LOW SPEED 未満 SLOW RATE

設定項目 設定値

低速速度 (LOW SPEED) 5

高速速度 (HIGH SPEED) 70

低速時の送信間隔 (SLOW RATE) 30 (分 )

高速時の送信間隔 (FAST RATE) 120 (秒 )

速度
送信間隔 

(FAST RATE = HIGH SPEED ÷ Speed)

80 120 秒 (2 分 )
70 120 秒 (2 分 )
60 140 秒 (2 分 20 秒 )
50 168 秒 (2 分 48 秒 )
40 210 秒 (3 分 30 秒 )
30 280 秒 (4 分 40 秒 )
20 420 秒 (7 分 )
10 840 秒 (14 分 )
5 1680 秒 (28 分 )
0 1800 秒 (30 分 )

25

20

35

30

15

10

5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

 vs  (min.)
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6.1.5.2 Corner Pegging ( 曲がり角の検出 ) 
自局の移動速度が低速速度 (LOW SPEED) 以上になったときに、初めて Corner Peggingが動作しま

す。 前回のビーコン送信時と現在の進行方向との差が判定角度を超えた場合に、車両が方向転換をし

たと判断し、ビーコンが送信されます。この判定角度は、最小回転角度 (TURN ANGLE) と呼ばれる基本

値に、回転傾斜(TURN SLOPE) という定数の10倍*1を現在の速度で割った角度を足すことによって求

めることができます。下記の式を使用して、判定角度を計算することができます。
*1 回転傾斜 (TURN SLOPE)の設定単位が実数の “10分の 1” になっているのは、HamHUD Nichetronix社のHamHUD シリーズの設定

単位と同じにしているためです。

回転傾斜の値を変化させることにより、速度による判定角度の変化を調節できます。

回転傾斜の値を大き く した場合、遅い速度では、判定角度はより大き く なります。また、回転傾斜の値を

小さくした場合、遅い速度でも、判定角度は高速走行時の最小回転角度に近く なります。

このアルゴリズムは、実際の移動局(車両 )がどのように方向転換をおこなうかに基づいています。車両

が低速で走行する場合は鋭角に曲がることができますが、高速で走行する場合は、浅い角度でしか曲が

ることができません。そのため、実際に走行する車両の方向転換を検知する判定角度は、速度とは反比

例します。判定角度は、低速では大き く なりますが、高速では小さ く なります。

また、曲がり くねった道などでは、方向転換の頻度が増えますが、そのような場合でもビーコンが必要

以上に頻繁に送信されてト ラフ ィ ッ クに影響を与えないよう、最小回転時間 (TURN TIME) という タイ

マー値があります。時間 (Variable Rate Beaconing)や方向転換 (Corner Pegging)によるビーコン送信

の後、最小回転時間 (TURN TIME)で設定した時間が経過するまでは、方向転換によるビーコンは送信

されません。

表 6-4   Corner Pegging 動作条件

表 6-5   設定例

Corner Pegging の計算式 :

判定角度 = 最小回転角度 + 10 x 回転傾斜 ÷ 速度

速度 Corner Pegging

HIGH SPEED 超過 ○

HIGH SPEED 以下
LOW SPEED 以上
(HIGH SPEED ≧ LOW SPEED の設定時のみ ) 

○

LOW SPEED 未満 x

設定項目 設定値

低速速度 (LOW SPEED)                               5

最小回転角度 (TURN ANGLE)                      28 (度 )    

　　　回転傾斜 (TURN SLOPE)                       26 (10 度 / 速度) 

　　最小回転時間 (TURN TIME)                           30 (秒 )
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表 6-6   Corner Pegging 動作例 (TURN ANGLE = 28、TURN SLOPE = 26)

補足 : 判定角度が 120° を超えるときは、120° に補正されます。

図 6-5   速度による判定角度 (上記設定例 )

6.1.5.3 初期設定

TM-D710/S, RC-D710 では、スマートビーコニングの初期値は以下のようになっています。この初期値

は、平地の都市部や住宅地での走行を考慮したものです。( これらのパラメーターは、メニュー

No.630,631で変更することができます )

表 6-7   スマートビーコニングの初期設定

補足 : 見晴らしの良い曲がり くねった山道のような場所でスマートビーコニングを使用すると、短い間隔で送信されたビーコンが
広範囲に到達し、混信を招く事があります。そのような場合はビーコンの送信間隔が適切になるようにスマート ビーコニング
のパラメーターを調節したり、必要以上にビーコンが中継されないようにパケッ トパスの設定で中継段数を少な く したり し
て、混信を防ぐようにして く ださい。

速度 TURN SLOPE TURN SLOPE ÷ 速度 
( 小数点以下切り捨て ) (1)

TURN ANGLE (2) 判定角度
(3) = (1) + (2)

80 26 (x10) 3° 28° 31°

70 26 (x10) 3° 28° 31°

60 26 (x10) 4° 28° 32°

50 26 (x10) 5° 28° 33°

40 26 (x10) 6° 28° 34°

30 26 (x10) 8° 28° 36°

20 26 (x10) 13° 28° 41°

10 26 (x10) 26° 28° 54°

5 26 (x10) 52° 28° 80°

2 26 (x10) 130° 28° 158°  120°

設定項目 設定値

低速速度 (LOW SPEED) 5

高速速度 (HIGH SPEED) 70

低速時の送信間隔 (SLOW RATE) 30 (分 ) 

高速時の送信間隔 (FAST RATE) 120 (秒 ) 

最小回転角度 (TURN ANGLE) 28 (度 ) 

回転傾斜 (TURN SLOPE) 26 (x10) (度 /速度 )

最小回転時間 (TURN TIME) 30 (秒 ) 

140

120

100

80

60

40

20

100 20 30 40 50 60 70 80

(degrees)  vs 
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6.1.6 QSY 機能 
QSY 機能は、AFRS (Automatic Frequency Reporting System) の形式を使用して、音声周波数の情報を

やり取りする機能です。 QSY 機能の送信局は、自局が受信している音声バンドの周波数情報を、位置

ビーコンの中に埋め込んで送信します。一方、これを受信した局は、自分の周波数をその周波数に簡単

に合わせることができます。

6.1.6.1 QSY 情報を送信する

QSY 機能の送信局は、TM-D710/S では、ステータステキスト の先頭に音声周波数 (非データバンド 側 ) 
を自動的に埋め込みます。ステータステキスト  5 番のテキスト 入力エリアには、あらかじめ [Freq MHz] 
と表示されていて、その部分に自動的に周波数が設定され送信される仕組みです。送信形式は、

FFF.FFF MHz になり ます ( ステータステキスト  5 を使用したとき、かつ、非データバンド が表示され

ているとき )。

例えば、非データバンドの周波数が、433.020MHz であれば、ビーコンを送信するときにステータステ

キストの先頭に、 “433.020MHz” が埋め込まれます。したがって、ステータステキストの 1 から  4 に対

してもステータステキストの先頭に上記のように、 “433.020MHz” と設定しておけば固定になってし

まいますが、QSY 情報を送ることができます。

また、ステータステキストの周波数情報に続けて、スペースを 1 文字入れて ワイド FM/ナローFM、

トーン /CTCSS/DCS の種別および トーン /CTCSS/DCS のコードを設定することで、周波数以外の 
QSY 情報も送ることができます。 TM-D710/S 同士の交信のほかに、APRS ソフ トウェアを使用してレ

ピーターやEchoLink ノード局のオブジェク ト情報を送信するような場合でも、コ メン トのTEXT と し

てQSY情報を入れてお く と、ビーコンを受信した側のTM-D710/S がワンタ ッチでレピーターやノー

ド局にアクセス可能な状態に設定できるので便利です。

QSY情報の入力形式

入力例： 438.950MHz, ナローFM, トーン 88.5Hz, － 200kHz シフ トの場合

438.950MHz　 t088　 - 020
　         ①　 　 　 　  ② 　③ ④

• ①と②、②と③の間は “ スペース ” が必要です。

• ① , ② , ③ , ④の順番は変更できません。

• ①のみ、あるいは① , ②のように一部だけテキストで指定した場合、

残りの項目は TM-D710/S の初期状態が設定されます

①周波数情報

6 桁の数字と「MHz」からなります。3 桁の MHz 台のあとには小数点が入ります。

5 番目のテキスト設定を選択した場合、周波数情報のみ自動で送信されます。

②ワイド FM/ ナローFM, およびトーン /CTCSS/DCS

トーン (エンコードのみ) を使用する場合

T/t ＋ 3 桁の数字 ( トーン周波数の整数部分) または “OFF”

大文字 “T”、小文字 “t”で、それぞれワイド FM/ ナローFM

ナローFM でトーンなしの場合、 “tOFF”のように指定します。 “OFF”はすべて大文字です。

CTCSS (エンコード とデコード ) を使用する場合

C/c ＋ 3 桁の数字 ( トーン周波数の整数部分)

大文字 “C”、小文字 “c”で、それぞれワイド FM/ ナローFM
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DCS (エンコード とデコード ) を使用する場合

D/d ＋ 3 桁の数字 (DCS のコード )

大文字 “D”、小文字 “d”で、それぞれワイド FM/ ナローFM

③シフ ト方向

“+”、 “-” で指定します。

④オフセッ ト幅

50 kHz ステップで、3 桁で指定します。

設定範囲 “000” (0 kHz) ～ “995” (9.95 MHz)

(50 kHz ステップのため、3 桁目の数字は “0” か “5” になります。)

3 桁のすべてが数字である場合以外は、オフセッ ト幅情報は取り込まれません。その場合は

TM-D710/S の初期状態のオフセッ ト幅 (5 MHz) に設定されます。②のトーン情報が無い場合は、

シフ ト方向やオフセッ ト幅は取り込まれません。

補足 : QSY 機能のためのステータステキストの入力形式は、WB4APR Bob Bruninga 氏の提唱に基づいています。詳細は下記の
ウェブサイ ト をご参照ください。 (http://www.ew.usna.edu/~bruninga/aprs/freqspec.txt)

いろいろな設定例 :
• “433.020MHz”: 音声周波数 438.020 MHz、ワイ ド FM、トーンなし、シンプレックス

• “438.940MHz T071”: 音声周波数 438.940 MHz、ワイ ド FM、トーン 71.9 Hz、シンプレックス

• “438.950MHz t071”: 音声周波数 438.950 MHz、ナローFM、トーン 71.9 Hz シンプレックス

• “438.940MHz C100” : 音声周波数 438.940 MHz、ワイ ド FM、CTCSS 100 Hz、シンプレックス

• “438.950MHz c100”: 音声周波数 438.950 MHz、ナローFM、CTCSS 100 Hz、シンプレックス

• “438.940MHz D023”: 音声周波数 438.940 MHz、ワイ ド FM、DCS 023、シンプレックス

• “438.950MHz d023”: 音声周波数 438.950 MHz、ナローFM、DCS 023、シンプレックス

• “438.950MHz tOFF”: 音声周波数 438.950 MHz、ナローFM、トーンなし、シンプレックス

• “439.640MHz” : 音声周波数 439.640 MHz、ワイ ド FM、トーン 88.5 Hz、マイナスシフ ト、

5 MHz オフセッ ト  (TM-D710/S の オート レピーターオフセッ トが機能します。)

• “439.640MHz T077”: 音声周波数 439.640 MHz、ワイ ド FM、トーン 77.0 Hz、マイナスシフ ト、5 MHz
オフセッ ト  ( トーンは指定した 77.0 Hz に設定されますが、他は TM-D710/S 
の オート レピーターオフセッ トにしたがって設定されます。) 

図 6-6   ステータステキスト  5

図 6-7   ステータステキスト  2 で入力例 
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6.1.6.2 QSY 情報を受信する

TM-D710/S は、他のTM-D710/S から送られて く る QSY 情報はもちろん、他のソフ トウェアを使って

送られて く る位置情報、ステータステキスト、オブジェク ト情報などに埋め込まれている QSY 情報も

受信できるようになっています。 QSY情報が埋め込まれているデータを受信すると、受信割り込み画

面や、ステーシ ョ ンリス ト画面のステータステキスト表示エリアの先頭に、音声周波数が表示され確認

することができます。

その場で、その周波数に合わせたい場合は、[DETAIL] を押し リスト詳細画面に切り替えて、[TUNE] を
押すだけで、簡単に非データバンド側の周波数を変更することができます。また、ステーシ ョ ンリス ト

画面でも、QSY情報が埋め込まれているものに対しては、画面の右側に周波数が表示されます。そのた

め、リスト上でも QSY 情報を簡単に確認することができ、[TUNE] を押すだけ、簡単に非データバンド

側の周波数を変更することができます。

また、Firmware Version 2以上では、ステータステキスト に音声周波数だけでなく 、ワイド FM/ナローFM、

ト ーン /CTCSS/DCS、シフト 方向、オフセッ ト 幅が設定されていれば、[TUNE] を押したときに音声周波

数の変更だけではなく 、ワイド FM/ナローFM の切り替え、および、ト ーン /CTCSS/DCS の設定をするこ

とができます。

図 6-8   ステーシ ョ ンリス ト  QSY 画面

6.1.6.3 QSY 機能と  EchoLink
UI-View32などのソフ トウェアを使って、EchoLink ノード局のオブジェク ト情報を発信する場合、テキ

ストの先頭に、周波数やワイド FM/ナローFM、トーン /CTCSS/DCS などのQSY情報を埋め込むことが

できます。TM-D710/Sを使用したモービル局が、近くのEchoLink ノード局のオブジェク ト情報を受信

した場合、QSY機能によって、[TUNE]を押すだけで、ワンタ ッチでノード局にアクセス可能な状態に

なるので非常に便利です。

6.1.7 メ ッセージ機能

APRS の中で、もっともアマチュア無線らしい部分が、メ ッセージ機能です。

コールサインを宛先にして、相手局にメ ッセージを送ることができます。これを受信した相手局からは

受信確認 (ACK) メ ッ セージが送られてきます。また、相手局のコールサインの代わりに、グループネーム

を使う ことでグループでのメ ッ セージを楽しむこともできます。 (グループネームはメ ニュー No. 623 
で設定します。) 

また、メ ッセージ機能を応用したブリテ ィ ンという機能もあります。これは、APRS 局全員に対する

メ ッセージで、行事の開催や地域情報などを通知することができます。
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6.1.7.1 メ ッセージ自動応答機能

メ ッセージ自動応答とは、すぐに応答できない状況でメ ッセージを受け取ったときに、設定したテキス

ト メ ッセージ (「Pse QRX. Will return at 12:35.」など ) を自動的に返信する機能です。TM-D710/S は、特

定の相手だけに応答する相手を設定することができます。

自動応答する相手のコールサインを、REPLY TO に設定します。「*」 ( ワイルドカード ) を設定した場合

は、すべてのメ ッセージに対して自動応答メ ッセージを返します。「JA1YKX」と設定した場合は、

JA1YKX から受信したメ ッセージに対してのみ応答メ ッセージを返します。「JA1*」と設定した場合は、

受信したメ ッセージの送り主コールサインの先頭3文字が JA1の場合のみ、自動応答メ ッセージを返

します。

図 6-9   自動応答メ ッセージ設定画面 

6.1.7.2 メ ッセージ読み上げ機能

受信したメ ッセージの本文が「%」で始まっている場合は、送り主のコールサインと メ ッセージの本文

を読み上げます。この機能を使用するには、メニュー No. 624の APRSVOICE をオンにします。

例 : %Pse QRX. Will return at 12:35.

このよう なメ ッ セージを受信した場合、コールサインとメ ッ セージは、一文字ごとに 読み上げられま

す。(単語ごとではありません。)

図 6-10   % メ ッセージ設定画面

6.1.7.3 TX ビープ音 ( ビーコン )
手動送信以外で自局位置情報のビーコンを送信するときに、ビープ音を鳴らす機能です。

メニュー No. 624 (SOUND - TX BEEP (BEACON)) を選択し、 “ON”を選択すると、TM-D710/S がビー

コンを送信するごとに、ビープ音が鳴ります。スマート ビーコニングを使用する場合は、ビーコンの送

信状況を確認するために、この機能を “ON”に設定することをおすすめします。

“OFF” が選択されている場合は、ビーコンが送信されても、無線機はビープ音を出力しません。
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6.2 気象局を運用してみよう

アメ リカでは、廉価な家庭用の気象観測装置が市販されており、風向、風速、気温、湿度、降雨量、気圧な

どを観測することができます。日本でも近年は、アメ リカから輸入した気象観測装置などを利用した

アマチュアの気象局が運用されています。

TM-D710/S およびRC-D710 では、GPS 端子に GPS レシーバーの代わりに、Davis社やPeet Bros.社
の気象観測装置を接続することができます。気象観測装置から気象データをシリアルデータで受信し、

APRS の気象フォーマッ トでビーコンを送信したり、TM-D710/S およびRC-D710 の画面で、自局の

気象データを表示することができます。 TM-D710/S およびRC-D710 は、雨量、気温、風向、風速、気圧、

湿度の6つの気象データを取得することができます。

図 6-11   気象観測装置接続例

6.2.1 気象観測装置を使用する場合

以下で紹介するDavis社、PeetBros.社の気象観測装置は、TM-D710/S, RC-D710の動作確認機種です

が、当社の取扱う製品ではないため、それらの機器自体は当社のサポート対象外となります。

メニュー No. 602 (APRS - GPS PORT) で GPS 端子に関する設定をします。

• BAUD RATE: 9600 bps ( 使用する気象観測装置のボーレートに合わせて設定します。) 

• INPUT: WEATHER (Davis) または WEATHER (Peet Bros.) 
• OUTPUT: OFF

図 6-12   GPS メニュー 602

動作確認機種は以下のとおりです。

6.2.1.1 Davis 社

Davis Instruments 社製の気象観測装置 Vantage Pro2 (http://davisnet.com/weather/products/
vantage2.asp) を TM-D710/S もし くは RC-D710に使用することができます。 

TM-D710/S もし くは RC-D710 には、「WeatherLink for Vantage Pro2, Windows, Serial Port」 (Davis 
Part No.06510SER) もし くは 「WeatherLink for APRS with Streaming Data Logger」 (Davis Part 
No.06540) が必要です。TM-D710/S もし くは RC-D710 と使用するために、上記の付属品と同梱のアダ

プターをインストールして ください。 

Davis 

PeetBros. 
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6 APRS の運用例
Vantage Pro2 と通信する場合は、パネルキーを使用して Vantage Pro2 の通信ボーレート を 9600 bps 
に設定し、その後、TM-D710/S (RC-D710) の通信ボーレート ( メニュー No. 602) も  9600 bps に設定し

ます。 

ワイヤレスタイプのVantage PRO2 は、電波法の関係により日本国内では使用できません。

ケーブルタイプを使用して ください。

補足 : 4800 bps (06540/ 06510SER) でも、TM-D710/S (RC-D710) で利用することができますが、安定した動作のためには、9600 bps 
に設定することを推奨します。

6.2.1.2 PeetBros. 社
Peet Bros. Company 社製の気象観測装置 ULTIMETER 2100 (http://www.peetbros.com/shop/
item.aspx?itemid=2) を TM-D710/S もし くは RC-D710 に使用することができます。 

ULTIMETER 2100 と通信する場合は、TM-D710/S (RC-D710) の通信ボーレート (メ ニュー No. 602) を  
2400 bps に設定します。

補足 :

GPS レシーバーと気象観測装置は同じ端子を使用するため、併用することはできません。

無線機の電源を オンにしてから、気象観測装置から気象データを取得するには、 5 分から  10 分かかります。

また、他局の気象データを受信したときにも、ステーシ ョ ンリス ト詳細画面 2 ページ目で、以下のよう

に気象データが表示されます。

図 6-13    気象データ表示
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7.1 APRS サーバー

APRSの運用は、当初一般的なパケッ ト通信つまり、デジピーターを経由した無線ネッ トワークで構成

されていました。また、より遠方への中継を可能にするため、VHF帯のネッ トワークをHF帯にて伝送

するHFゲートウェイ局が設置されました。

一方、パソコンの世界ではインターネッ トが普及し始めたため、APRS とインターネッ トの融合が進み

ました。 Steve Dimse (K4HG) 氏によりサーバー (APRServe) が構築され、インターネッ ト経由で情報

を集めると共に、クライアン ト  PC へデータを供給することができるようになり、ワールドワイ ドな 
APRS ネッ トワークができあがりました。これを APRS-IS (APRS Internet Service) と言います。

現在では、コアサーバーと呼ばれる基幹サーバーが数基あり、この下に Tier 2 サーバーと呼ばれる世界

各国のローカルサーバーが約 40 基配置されています。その後、Pete Loveall 氏 (AE5PL) が、地域の 
APRS-IS へのフ ィードをより効率良く処理する Tier 2 配信システムを構築するために、javAPRSSrvr 
を開発しました。 APRS システムのインターネッ トの部分は、APRS-IS (APRS Internet Service) と呼

ばれています。

7.2 IGate

APRS-IS を有効に利用するための APRS 運用には大き く分けて 2 通りの方法があります。

コアサーバー/ Tier 2 サーバーに直接接続したパソコンのみで運用するクライアン ト運用と、IGate 
(Internet Gateway) を介した無線機による運用です。

クライアン ト運用の場合は、コールサインはもちろん必要ですが無線機は不要です。UI-View32や
AGWTrackerなどのAPRS ソフ トウェアをパソコンにインストールし、自局情報をセッ トアップし、イ

ンターネッ ト経由で APRSサーバーへ接続します。これにより自局位置はもちろん、メ ッセージ交換や

気象情報の発信または受信など、APRS の基本的な運用を楽しむことができます。

TM-D710/S およびRC-D710 は、無線機による APRS 運用なので、APRS-IS を利用するには自局の電

波 (パケッ ト ) がIGate へ到達する必要があります。 IGate は、無線とインターネッ ト を中継するもの

で、各種 APRS ソフ トウェアにこの機能が搭載されており、ボランテ ィアのアマチュア無線家により

各地に設置されています。

IGate は、直接コアサーバーまたは Tier 2 サーバーへ接続され、基本的には、無線で受信したパケッ ト

情報をサーバーへ転送したり、逆にサーバーの情報を無線へ転送する役目を持ちます。

IGate の設置を検討する際、近隣にすでに IGate 局が存在する場合は、サーバーへ同じ情報を与えるこ

とになり、インターネッ トのト ラフ ィ ッ クが過負荷となるため好まし くありません。また、インター

ネッ トからの情報を無線で再送信することはエアート ラフ ィ ッ クの増大を招くため、その動作設定に

は注意が必要です。さまざまなフ ィルタ リング機能がありますので、すでに存在するローカルのIGate 
局の動作を把握し、必要最低限の運用をする必要があります。 (メ ッセージパケッ トの場合は、双方向

にデータが転送されます。)

TM-D710/S およびRC-D710 を固定局で運用する場合、近隣の IGate 局までのパケッ トパスと して、個

別のデジピーター、IGate局のコールサインを設定すれば、常に同じ経路で中継され、不要な中継が発生

しないので効率的です。一方、中継経路の変化する移動局の場合は、パケッ トパスの設定を、初期値

(WIDE1-1, WIDE2-1)のままで使用するか、各地域の推奨にしたがった内容に設定します。
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図 7-1   APRS ネッ トワーク概念図
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7.3 Eメールを送ってみよう

TM-D710/SおよびRC-D710 では、メ ッセージ機能を使って E メール を送信することができます。

7.3.1 TM-D710/SおよびRC-D710 での Eメール 送信方法

まず、[MSG] を押してメ ッセージリス ト画面に入ります。

次に、[NEW] を押して送信メ ッセージ作成画面に入ります。

パネル上の 【同調】もし くは付属の16キーマイクを使用して、TO: 欄に 「EMAIL」と入力します。

図 7-2   EMAIL 入力画面

次に、TO (宛先 ) 確定後に、本文の入力画面に入りますので、送りたい相手の E メールアドレスを入力

します。E メールアドレスの後に、 1 文字分スペースを入れてから メ ッセージ本文を入力します。

図 7-3   本文入力画面

メ ッセージを確定すると、入力した内容が APRS メ ッセージとして送信され、インターネッ ト と接続

されている IGate および APRS サーバーを経由して E メールが配信されます。 

図 7-4   Eメール配信の流れ

補足 :

パソコン側から移動局に対して E メールを送ることはできません。

送信したメールの内容は、他の APRS パケッ ト と同様に他局でもモニター可能です。

2 バイ ト コードは送信できません。

APRS 

TM-D710/S
APRS 

E

IGate 

E

E !
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7.4 デジピーター

APRS の最大の特徴は、世界中に張り巡らされたネッ トワークです。 ネッ トワークの接点は、一般にデ

ジピーターと呼ばれる多数のデジタルモードのレピーター (中継局 ) によって構成されています。

デジピーター自体は、特に長年パケッ ト通信を使用してきた人々の間では良く知られているものです。

デジピーターは、電波を介して、無線でデータを受信して、そのまま再送信します。

音声レピーターの場合は、受信した音声をリアルタイムで再送信するために、受信用と送信用で、同時

に2つの異なる周波数が使用されます。一方デジピーターは、一旦データを受信して保存したあと、そ

のデータをチャンネルが空いたときに再送信するため、受信と送信で同じ周波数を使用します。

初期の頃は、パケッ ト通信でデジピーターを使用する場合、各デジピーター局の個別のコールサインを

指定する必要がありました。 しかし、あらかじめ、どのデジピーター局を使用するのかを知るのは困難

でした。また、モービル局のように移動する場合、頻繁にデジピーター局の設定の変更が必要でした。

もっと簡単にデジピーターを使うため、現在APRSでは、個別なコールサインの代わりに、エイリアス

(Aliases) と呼ばれる一般的な名称としての文字列が、各デジピーター共通のコールサインと して使用

されるようになっています。現在APRSで世界的に推奨されている「New-N Paradigm」と呼ばれる方式

では、「WIDE」というエイリアスを使用します。

エイリアスを使用すれば、デジピーターの個別のコールサインが分からな く ても何ら問題ありません。

移動局側で、中継経路として「WIDEn-N」形式の文字列を指定するだけで、どこに移動しても、アクセス

範囲にあるデジピーターにより、ビーコンが中継されます。「WIDE」はデジピーターのエイリアス、「n」
はトータルの中継段数、「N」は、残りの中継段数を意味します。具体的には、「WIDE1-1」や「WIDE2-1」 と
いう文字列が指定されます。

デジピーターには、中継レンジにより、以下の２つのタイプがあります。

WIDE タイプ：広域(数十km以上 )にパケッ ト を拡散できる中継局です。高い山などに設置されていま

す。

Fill-in タイプ：地域的に配置された中継局で、「Relay タイプ」とも呼ばれます。移動局の信号がWIDE タ
イプの中継局まで届かない場合の補間用として使用されます。

図 7-5   デジピーターの種類

以下、TM-D710/S, RC-D710をデジピーターとして使用する場合の設定について説明します。

JH7ZAO-9

Fill-in 

JA1YKX

WIDE 

JO1YAQ

1 hop

(1 )
2 hops

(2 )
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7.4.1 UIDIGI

パケッ トパスの未中継部分の先頭が、エイリアスに入力した文字列 (WIDE1-1 など ) と一致した UI 
フレームを受信したとき、一致した部分を、MY CALLSIGN で設定した自局コールサインにデジピート

済みフラグ (＊) を付加したものに置き換えて中継処理をします。

UIDIGI は、モービル運用時には、通常はオフに設定されています。しかし、電波が非常に弱い地域で、山

の頂上などにいるモービル局が一時的にデジピートをおこなう必要がある場合、UIDIGI を「WIDE1-1」
のエイリアスを設定して有効にします。この場合、モービル局は、そのエリアの最初の一段目の中継局と

して動作します。 WIDE1-1は、Fill-in タイプ (補間用) のデジピーターとして、最初の中継段のみ動作す

るため、ネッ トワークやト ラフ ィ ックに大きな影響を与えるものではありません。

図 7-6   UIDIGI 使用例

7.4.2 UIFLOOD

UIFLOODは、XXXXn-N のように、エイリアスに一致した文字列 (XXXX) と中継段数の情報 (n-N) を含

むUI フレームを受信したときに、N の値を－ 1 し、フレーム長を長く しないようにして中継処理をお

こないます。

UIFLOODでは、フレーム長が長く ならないかわりに中継経路が残らないため、一般的には推奨されて

いません。SSn-N もし くは SSSn-N のような、地域限定に使用する場合のみに使用されます。

図 7-7   UIFLOOD 使用例

MYCALL: JA1YKX

UIDIGI: ON

ALIASES: WIDE1-1

JH7ZAO-9 > APK102, 

WIDE1-1, WIDE2-1: Test

JH7ZAO-9 > APK102, 

JA1YKX*, WIDE2-1: Test

MYCALL: JA1YKX

UIFLOOD: ON

ALIAS: KN

SUBSTITUTION: ID

JH7ZAO-9 > APK102,

KN3-3: Test

JH7ZAO-9 > APK102,

JA1YKX*, KN3-2: Test

MYCALL: JO1YAQ

UIFLOOD: ON

ALIAS: KN

SUBSTITUTION: ID

JH7ZAO-9 > APK102, 

JO1YAQ*, KN3-1: Test
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7.4.3 UITRACE
UITRACE は、XXXXn-N のように、エイリアスに一致した文字列 (XXXX) と中継段数の情報(n-N) を含

むUI フレームを受信したときに、N の値を－ 1 し、中継する自局のコールサインを付け加えて中継処

理をおこないます。

UIFLOOD と異なり中継する毎にフレーム長が長く なりますが、多段中継の場合でも中継済みの経路が

完全に記録されます。New-N paradigmで、WIDE タイプ (広域用 )レピーターではこの機能が使用され

ます。

図 7-8   UITRACE 使用例

7.4.4 設定例

モービル局、Fill-in タイプ (補間用)デジピーター、WIDE タイプ (広域用) デジピーターの、3種類の設定

例です。

例1:
TM-D710/S をモービル局として運用するときの一般的な推奨設定の一例です。

• UIDIGI
UIDIGI: OFF

ALIASES: WIDE1-1

(UIDIGI を ON にするだけで、必要な場合はこのモービル局を、Fill-in タイプ ( 補間用 ) のデジ

ピーターとして設定することができます。)

• UIFLOOD
UIFLOOD: OFF

ALIAS: なし 　

SUBSTITUTION: ID

( この項目は使用しません。)

• UITRACE
UITRACE: ON

ALIAS: TEMP

( この項目を ON にしておけば、何らかの理由で「WIDEn-N」が使用できない場合でも、近くの移

動局が一時的に「TEMPn-N」を指定することにより、中継をおこなう ことができます。) 

MYCALL: JA1YKX

UITRACE: ON

ALIAS: WIDE

JH7ZAO-9 > APK102,

WIDE3-3: Test
JH7ZAO-9 > APK102,

JA1YKX*, WIDE3-2: Test

MYCALL: JO1YAQ

UITRACE: ON

ALIAS: WIDE

JH7ZAO-9 > APK102,

JA1YKX, JO1YAQ*,

WIDE3-1: Test
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例2:
この項目は、Fill-in タイプ (補間用 )のデジピーターへの一般的な推奨設定の一例です。 

• UIDIGI
UIDIGI: ON

ALIASES: WIDE1-1, デジピーター個別のコールサイン

• UIFLOOD
UIFLOOD: ON

ALIAS: SS

SUBSTITUTION: ID

(SS は、地域の略号を意味します。具体的には、 “TO” = 東京、 “KN” = 神奈川などです ) 

• UITRACE
UITRACE: OFF

ALIAS: TEMP

例3:
この項目は、高地に設置されたWIDE タイプ (広域用 ) のデジピーターへの一般的な推奨設定の一例です。

• UIDIGI
UIDIGI: ON

ALIASES: デジピーター個別のコールサイン

• UIFLOOD
UIFLOOD: OFF

ALIAS: なし

SUBSTITUTION: ID

• UITRACE
UITRACE: ON

ALIAS: WIDE
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7.5 パケッ トパス

APRS の普及による周波数の混雑に対し、効率的に APRS パケッ トデータを転送するための方式 
(パラダイム ) がい くつか考案されています。 TM-D710/S (RC-D710) では、New-N PARADIGM、

RELAY PARADIGM および STATE/SECTION/REGION の設定に対応しています。

7.5.1 New-N PARADIGM

この方式は、APRSで現在世界的に推奨されている方式です。北米で主に使用されているのをはじめ、

日本を含め世界的に、この方式が推奨されています。

例えば、デジピートにより 2ホップ (2段中継 ) させたいときには、TOTAL HOPS : 2 に設定します。設定

すると、設定画面上の「PATH IS VIA」 で 中継経路が「WIDE2-2」と指定されているのが確認できます。

また、補間用に配置されたFill-in タイプのデジピーターを使用する場合は、以前は「RELAY」を設定して

いましたが、New-N PARADIGMでは「WIDE1-1」に置き換えて使用するため、メニューの「WIDE1-1」を 
ON にして使用します。 PATH IS VIA で確認をすると、中継経路が「WIDE1-1, WIDE2-1」 と指定されて

いるのが確認できます。

7.5.2 RELAY PARADIGM

これは、欧州で使用されてきたデジピートの方式の一つです。

Fill-in タイプのデジピーターを使用する場合は、最初の中継経路として「RELAY」を指定します。その後

に続く中継経路は、「TRACEn-N」が使用されます。 

米国をはじめ、日本を含めた多くの地域では、ほぼNew-N Paradigmに統一されています。しかしなが

ら、欧州においては、現時点ではRELAY PARADIGMが使用されている地域が残っています。

7.5.3 STATE/SECTION/REGION

中継する地域を指定しない WIDEn-N とは対照的に、STATE/SECTION/REGION を使用すれば、指定

した範囲内でのみパケッ トが中継されるように制限できます。 

米国では、メ リーランド州は “MD”、カリフォルニア州は “CA”、もし くはカリフォルニア州北部には 
“NCA” というような略号が、エイリアスとして使用されています。

この設定により、他のエリアに干渉を与えることな く限られた地域内だけでの通信をおこなう ことが

できます。

たとえば、メ リーランド州の場合、州の中心部から「WIDE5-5」(5段中継)を使用すると、周囲の13の州

で、中継による新たなパケッ トが生成され、APRSネッ トワークに大きな負荷を与えてしまいます。

このため、通常では「WIDE2-2」(2段中継)以下に設定することが推奨されています。

一方、メ リーランド州内の任意の場所で「MD5-5」( メ リーランド州限定での5段中継)を使用した場合、

パケッ トはメ リーランド州内の隅々まで中継されますが、他の州のデジピーターでは中継は一切おこ

なわれません。(デジピーターは重複することな く合計で13個)。 

そのため、特別なメ リーランド州用のAPRSネッ トワークは、近隣の州のAPRSネッ トワークを妨害す

ることな く災害訓練などをおこなう ことができます。

日本では、東京都は “TO”、神奈川県は “KN”のように、都府県支庁名の略称などを指定して、試験的に

運用がおこなわれています。(2008年8月現在 )
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7.6 EchoLink Sysop モード と、APRS/ NAVITRA通信モード
(またはパケッ トモード ) の同時運用について

EchoLink Sysop モード と、APRS/ NAVITRA通信モード (または内蔵TNC によるパケッ トモード )を同

時にオンすることにより、EchoLinkのノード局( リンク局 ) と、APRS/ NAVITRA通信のビーコン送信や

デジピーター局の運用とを、一台のTM-D710/S で同時におこなう ことができます。

その場合、EchoLink Sysop モード用の外部データバンド  ( メニューNo.517)、及び内蔵TNC 用の内部

データバンド ( メニューNo.529、601) は、必ず別のバンド (片方がA-BAND、も う一方がB-BAND) にな

るように設定して ください。両方がA-BAND、もし くは両方がB-BANDのような設定では、正し く動作

しません。

また、先に送信状態になったバンドが受信状態に戻るまで、も う一方のバンドでは送信できません。

(A バンド と B バンドの同時送信はできません。)

パケッ トモードで内蔵TNC とパソコンとを接続する場合は、EchoLink Sysop モードで使用する

PG-5H のほかに、下記のように別のシリアル通信ケーブル (PG-5G) が必要となります。 

図 7-9   APRS と  EchoLink の併用例

7.6.1 ノード情報を送信する

UI-View32などのAPRS ソフ トウェアでEchoLink ノード局のオブジェク ト情報を送信する場合、コ メ

ン トの頭に周波数やワイド FM/ナローFM、トーン /CTCSS/DCS などのQSY情報を付加します。受信し

た側のTM-D710/Sでは、[TUNE] を押すだけで、ワンタ ッチでノード局にアクセス可能な状態にできま

す。

PG-5G

PG-5H 

9

D-SUB

9

D-SUB

: MIC
: 
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TM-D710/S、TM-V71/Sは、EchoLinkシステム上での動作を考慮した設計になっていますが、EchoLink
システムやEchoLink ソフ トウェアは、当社が取り扱うサービスや製品ではありません。 そのため、

EchoLinkシステムやEchoLink ソフ トウェアそのものについては、当社のサポート対象外となります。

8.1 EchoLink とは？
EchoLink (エコーリンク ) とは、VoIP (ネッ トワーク経由の音声通信 )を利用して、世界的なネッ トワー

クによりアマチュア無線を中継するシステムの一種です。 

図 8-1   EchoLink システムの概念図

EchoLink の中継局 ( ノード局) と して、インターネッ トに接続したレピーター局や基地局 ( リンク局 )
が世界中に数多くあります。

無線機から DTMF コードを使用して近くの中継局にアクセスし、世界各地のアマチュア局と交信する

ことができます。またEchoLinkの専用ソフ トウェアを使用して、無線機を使わずパソコンから直接交

信に参加することができるのも EchoLinkの大きな特徴です。

EchoLink システムは、アマチュア無線コ ミ ュニテ ィーに無償で提供されており、ボランテ ィアのネッ

トワークによって支えられています。 
EchoLinkの中継局を運用したり、パソコンから直接交信に参加したりするには、EchoLinkの公式サイ ト

にて管理団体に登録 (有効なコールサインが必要) した上で、専用ソフ トウェアをダウンロード します。

認証手続き (Validation)が完了すれば、専用ソフ トウェアにより EchoLinkに接続できます。

なお、無線機から EchoLinkの中継局にアクセスするだけの場合は専用ソフト ウェ アや管理団体への

登録などは必要あり ません。

具体的な中継局などの情報や、その他詳細につきましては、公式サイ ト をご参照ください。 
(※ EchoLink はSynergenics, LLC の登録商標です ) 
http://www.echolink.org 

また、公式サイ トの他にも  EchoLink に関する多くの情報がインターネッ ト上にありますので、参照し

て ください。 

EchoLinkの運用は、法的には「公衆網との接続」になります。通常の開局、変更申請が完了していれば、公衆網との
接続には総務省への特別な申請や届出は必要ありません。運用にあたっては、以下の (社 ) 日本アマチュア無線連盟
のHPにある「アマチュア無線と公衆網との接続のための指針」をご参照ください。
http://www.jarl.or.jp/Japanese/2_Joho/2-2_Regulation/phone-patch/phone-patch.htm

( ) ( )

PC 

EchoLink 
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8.2 EchoLink と TM-D710/S (TM-V71/S) 
TM-D710/S (TM-V71/S) は、市販のアマチュア無線機としては初めて EchoLinkに対応した製品です。 
EchoLink を使いやすくするために、以下の二つの機能を搭載しています。

• モービル機として使用する場合には、EchoLink のノード メモリーに対応しています。 この機能を使

用すると、お気に入りの EchoLink ノードのコールサインやノード番号を無線機にメモリーするこ

とができます。 ローカルの EchoLink ノード局のアクセス範囲内にいる場合は、簡単に他のノード

局に接続することができます。

• 無線機に内蔵されたPC インターフェース回路により、特別な外部インターフェースを付加するこ

とな く、簡単にEchoLink ノード局 (リンク局) をセッ トアップすることができます。オプシ ョ ンの

PG-5H (インターフェースケーブルキッ ト ) を使用して、無線機をパソコンのサウンドカード、およ

びシリアルポートに直接接続し、EchoLink ノード局 (リンク局) の運用ができます。

次章からは、

① まず、無線機だけで EchoLink を使う方法

② 次に、EchoLink ソフ トウェアを用いてパソコンだけで EchoLink を使う方法

③ そして、無線機 (TM-D710/S, TM-V71/S) とパソコンとを接続して、EchoLink のノード局 ( リンク

局 ) をセッ トアップする方法

について、順を追って説明します。

補足 : 以下で説明されている EchoLink ソフ トウェア (Ver.2.0.908) の設定方法などの手順やウェブサイ トの URL、その他の内容
は、2008 年 8 月現在のものです。

8.3 無線機だけで、EchoLink を使ってみよう

電波の届く範囲にEchoLink ノード局があれば、DTMF信号の出る無線機を使って、遠くの局とも手軽

に交信することができます。

おおまかな手順は、以下のとおりです。

1. まず、近くのノード局を探し、送受信の周波数を合わせます。 ( トーンが必要な場合もあります。)
2. 次に、PTT スイッ チを押し 、キーパッ ド を押して、DTMF で接続するノ ード 局のノ ード 番号を  ( 通常

はそのまま ) 送信します。一度受信状態にして、近く のノ ード 局から返ってく るアナウンスを確認し

ます。接続されたことが確認できたら、CQ を出すなどして通常と同じよう に QSO をおこないます。

3. 交信が終わったら、PTT スイッチを押し、キーパッ ドを使用して DTMF で切断信号 ( 通常は “#”) を
送信して、相手のノード局との接続を終了します。

EchoLink のノード局を探すには、以下の方法があります。

① 出版物で探す。

アマチュア無線関係の雑誌や、EchoLink 関連の書籍で EchoLink ノード局の一覧が掲載されてい

る場合があります。

② インターネッ ト で公開されている、EchoLinkノ ード 局 (レピーター局、リ ンク局) の情報を参照

する。

「EchoLink」「レピーター局」「リンク局」「リス ト」など、複数のキーワードで検索すると、公開され

ているレピーター局、リンク局の情報をい くつか探すことができます。

ただし、インターネッ ト上に公開されていても、現時点では運用周波数やトーン、その他の運用状

況などが変わっていることがあります。

また一部には、個人的に実験をおこなっているのみで、他の局の使用を前提としていないノード

局もありますので、運用状況は十分に確認して ください。 
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③ EchoLink 公式サイ ト を使用して探す。

EchoLink の公式サイ ト  (http://www.echolink.org) でも、ノード局を探すことができます。 

EchoLink の公式サイ トにアクセスし、画面の左側のメニューにある “Link Status” をクリ ックし

ます。

図 8-2   EchoLink ホームページ

ノード局を探したい場所の情報を入力します。 

図 8-3   EchoLink Link Status ページ

ノード局を探したい場所の経度および緯度のデータや、グリ ッ ドスクェアロケーターが分かって

いる場合は、その値を入力します。 もし くは、 “Tokyo”、 “Yokohama” などのように、ノード局を探

したい都市名、あるいは最寄りの大きな都市名を City エディ ッ トボックスに入力します。日本国

内の場合は、 Country プルダウンリス トから  “Japan” を選択します。(State/Prov は、 [n/a] にして

おきます。)

その後、情報を入力した場所の左側にある Show Links Near: ラジオボタンを選択します。 
“Find” ボタンをクリ ックすると、探したい場所に近いノード局が表示されます。 
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図 8-4   近くのノード局の検索結果画面

“Find” ボタンの左側にあるドロップダウンリス トの “Online Only” を選択すると、現在 EchoLink サー

バーに接続されているノード局の検索結果のみが表示されるようになります。 

“JA1YLX-L” のように、ノード局のコールサインの最後に “-L” があるものは、リンク局 (シンプレック

ス運用 )を指します。 

“JR1WM-R” のように、ノード局のコールサインの最後に “-R” があるものは、レピーター局 (セミ

デュープレックス運用 )を指します。 

Freq (MHz) には、ノード局の周波数が表示されます。 アクセストーン周波数、送信出力、アンテナの

高さ、利得、および指向性など、ノード局の他のデータも含まれます。 

Description の下に “In Conference *xxxxxxxx*” と表示されている場合、現在すでに “xxxxxxxx” という 名

前のカンファレンス  (ラウンド テーブルQSOのできる会議室) に接続されていることを意味します。 

自局の近くにあるノード局が確認できたら、使用可能かどうかを確認します。

無線機の周波数をノード局の周波数に合わせます。 アクセス用トーン周波数 (88.5 Hzなど ) が表示さ

れている場合は、無線機がこの周波数をエンコードするようにトーン周波数を設定します。そして、電

波を出す前にその周波数をワッチし、その周波数ですでに交信がおこなわれていないかを確認します。

補足 : 図 8-4 のように EchoLink の公式サイ トで、ノード局の状態を確認することをお勧めします。 ほぼリアルタイムで、最新の情
報が表示されます。

しばらく ワッ チしても交信が聞こえない場合は、そのノ ード 局と通信が可能かどう かを確認します。 
PTT スイッチを押し、キーパッ ド を使用して  DTMF コード の “08” (状態確認のコマンド ) を送信します。 

ノード局が使用可能な場合は、ノード局から何らかの信号が返ってきます。 “Not connected” と返答さ

れた場合は、そのノード局は他の局やカンファレンスと接続されていません。 “EchoLink disabled” と
返答された場合は、EchoLink ソフ トウェアは起動していない状態であり、ノード局を使用することは

できません。 ノード局から何も反応がない場合は、ノード局が起動していないか、ノード局が通信範囲

外であることが考えられます。 その場合は、他のノード局を確認してみまし ょ う。
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8.3.1 EchoLink で使われる基本的なコマンド

これらのコマンドは、一般的なコマンドの代表例です。 これらのコマンドに加えて、ほかにも多くのコ

マンドがあります。 詳し くは、EchoLink の公式サイ ト を参照して ください。 http://www.echolink.org/
Help/dtmf_functions.htm

補足 : 各ノード局の所有者や管理者が近郊のノード局との干渉を避ける目的で、EchoLink ソフ トウェア上で上記の基本の DTMF
コマンドを変更している場合があります。近くにある EchoLink ノード局を使用する前に、ノード局の所有者や管理者、もし
くはノード局に詳しい人に連絡を取り、特別な運用ルールや運用方法がないかを確認しまし ょ う。 

8.3.2 TM-D710/S (TM-V71/S) の EchoLink メモリー機能について

TM-D710/S(TM-V71/S)から DTMF コードを使用して近くのノード局にアクセスしたり、ノード局に

制御コマンドを送信するために使用します。 最大8桁までのDTMF コードを、EchoLink専用のDTMF
メモリーに登録 (全部で10チャンネル)することができます。

8.3.2.1 EchoLink メモリーの登録

1. メニュー No.204 を選択する。

2. 【同調】を回して、EchoLink メモリーチャンネル ([EL0] ～ [EL9]) を選択する。

3. 【同調】を押す。

• ネーム入力画面が表示されます。

4. EchoLink メモリーネームを入力する。

EchoLink 経由で接続する相手局のコールサイン、および、カンファレンス ( ラウンド QSO のでき

る会議室 ) もし くは制御コマンドの名称などを入力します。 

5. 【同調】 を押す。

• コマンド入力画面が表示されます。

6. EchoLink コードを入力する。

• EchoLink 経由で接続する相手局やカンファレンスのノード番号、もし くは制御コマンドなどの 
DTMF コードを入力します。

コマンド 説明 初期値

接続 インターネッ トに接続している局に、ノード番号を使って接続する ノード番号

コールサインによる接続*1

(Connect by call)

*1 TM-D710/S, TM-V71/S には、 コールサインによる接続 (Connect by call)、 コールサインによる検索 (Query by call) で使用され
るコールサイン /DTMF コード変換を自動的におこなう便利な機能があります。 詳し くは、 「8.3.2.2 EchoLink メモリーの送信」
をご参照ください。

インターネッ トに接続している局に、コールサインを使って接続する C+call+#

切断
現在接続中の局との接続を切断する。もし、複数局と接続中であれば、
一番最後に接続した局との接続を切断する。

#

すべての切断 すべての局との接続を切断する。 # #

再接続 最後に接続した局と、再接続をする。 09

ステータス 現在接続中のすべての局のコールサインを送出する。 08

情報送信 ノード局の IDを送出する。 *

コールサインによる検索*1

(Query by call)
入力されたコールサインを検索して、ノード番号とステータスを返答
する。

07+call+#

ノード番号による検索
(Query by node)

入力されたノード番号を検索して、そのコールサインとステータスを
返答する。

06+ ノード番号
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8.3.2.2 EchoLink メモリーの送信

1. PTT スイッチを押して送信状態にする。

2. 送信中に【同調】を押す。

• 無線機は EchoLink DTMF メモリーチャンネル選択モードになります。

3. PTT スイッチを押したまま 【同調】 を回して、送信したい EchoLink メモリーチャンネル番号を選択

する。

4. PTT スイッチを押したまま、【同調】 を押す。

• PTT スイッチを離しても、EchoLink コードの送信が終了するまで送信状態が続きます。

便利な使い方

• 上記手順 2 で、【同調】を押す前にマイクの [C] キーを押すと、前項目 8.3.2 の Connect by Call 機能

の DTMF コードが送信されます。 

(例 JA1YKX の場合) “C 51 21 10 93 52 92 #” (最後尾に “#” が自動的に追加されます。)

• 上記手順 2 で、【同調】を押す前にマイク上の [0] および [7] キーを続けて押すと、EchoLink の 
“Query by Call” 機能として変換された DTMF コードが送信されます。

(例 JA1YKX の場合) “0 7 51 21 10 93 52 92 #” (最後尾に “#” が自動的に付加されます。)

• EchoLink メモリーネームのみが登録されている場合は、前項目 8.3.2 の Connect by Call 機能とし

て変換された DTMF コードが送信されます。

(例 JA1YKX の場合) “C 51 21 10 93 52 92 #” (先頭に “C”が、最後尾に “#” が自動的に付加されます。)

補足 : コールサインを DTMF コードに変換する場合や、表 8-1 の英数字以外の文字 (“-” や “/” など ) が含まれる場合は、表にない文
字の前までの文字までが DTMF コードに変換されます。 

表 8-1   コールサイン / DTMF コード変換表

• EchoLink メモリーから  DTMF コードを送信するときの速度は、メニューNo.520 を使用して FAST 
または SLOW に切り替えることができます。 初期設定は FAST です。 ノード局が DTMF 信号を正

常にデコードすることができない場合は、SLOW に設定すると ノード局が DTMF 信号を正常にデ

コードすることができるようになることがあります。

              1st
  2nd 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

1 Q A D G J M P T Y

2 Z B E H K N R U X

3 C F I L O S V Y
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8.4 パソコン単体で、EchoLink を使ってみよう

パソコンに EchoLink ソフ トウェアをインス トールすれば、無線機を使わないでもパソコンから直接 
Single User と して交信に参加することができます。 また、TM-D710/S (TM-V71/S) とパソコンを接続

してノード局( リンク局 )をセッ トアップする場合も、事前準備としてまずSingle User mode で 
EchoLink ソフ トウェアを使用可能な状態にしてお く ことにより、その後の設定が非常にスムーズに

おこなえます。

8.4.1 EchoLink ソフ トウェアのダウンロード

EchoLink の公式サイ ト (http://www.echolink.org) にアクセスし、左側のメニューにある “Download” を
クリ ックします。

図 8-5   EchoLink ホームページ

図 8-6   ソフ トウェアダウンロード前の登録画面

Download EchoLinkの画面が表示されます。

自局のコールサインと  E メールアドレスを入力し、 “Submit” ボタンをクリ ックします。

図 8-7   Download EchoLink ページ
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Download EchoLink のページになります。

“Click Here to Download” をクリ ックすると、EchoLink Software のダウンロードが開始されます。

図 8-8   ダウンロードのセキュリテ ィ警告

適当なフォルダ (デスク ト ップなど ) を選択して、ダウンロード したファイルを保存します。

8.4.2 EchoLink ソフ トウェアのインストール

ダウンロード したファイル “EchoLinkSetup_X_X_XXX.exe” (X_X_XXX はバージョ ンの数字) のアイコン  
“ ”をクリ ッ クし、“実行(R)”ボタンを押します。手順にしたがい、ソフト ウェアをインスト ールします。

インス トールが終了すると、 “InstallShield Completed” と表示されますので、 “完了 ” ボタンをクリ ック

します。

8.4.3 EchoLink ソフ トウェアの起動

インストールで作成された EchoLink アイコン “ ”をクリ ックして、EchoLink ソフ トウェアを起動し

ます。

図 8-9   Setup Wizard ウィンドウ

Welcome メ ッセージが表示され、Setup Wizardが起動します。
-

図 8-10   ユーザータイプ設定画面

“Computer User” を選択し、 “次へ (N) >” ボタンをクリ ックします。
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図 8-11   接続タイプ設定画面

ISP (インターネッ トサービスプロバイダー) にダイアルアップ接続をするためにアナログモデム (56k 
以下 ) を使用しているのでない限り、 “DSL, cable, ISDN, or other (above 56k)” を選択し、 “次へ (N) >” 
ボタンをクリ ックします。

図 8-12   個人情報入力画面 1

必要事項を入力し、 “次へ(N) >” ボタンをクリ ックして設定を進めます。

補足 : Password エディ ッ トボックスに入力したパスワードは、メモをするなどして忘れないようにしてださい。後の EchoLink の
設定作業で、必要となります。

図 8-13   地域選択画面

次に地域を選択します。 “Asia” を選択し、 “次へ (N) >” ボタンをクリ ックします。
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図 8-14   Firewall/Router Tester 画面

Firewall/Router Tester はスキップしてかまいません。 “次へ(N) >” ボタンをクリ ックします。

図 8-15   セッ トアップ完了表示画面

最後に “完了 ” ボタンをクリ ックします。

図 8-16   Server Message ウィンドウ

認証 (Validation) が必要である旨のメ ッセージウィンドウが表示された場合は、 “OK” ボタンを

クリ ックしてメ ッセージウィ ンドウを閉じます。

一旦EchoLinkソフ トウェアを終了させ、認証 (Validation) 手続きをします。
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8.4.4 EchoLink ソフ トウェアの認証 (Validation)
以下の、認証 (Validation) 用のページを開きます。 http://www.echolink.org/validation

図 8-17   認証ページ

自局のコールサインを入力し、 “Continue”ボタンをクリ ックすると、認証申請が可能なコールサインが

表示されます。

図 8-18   コールサイン認証申請画面

Setup Wizard で “Computer User” としてソフ トウェアを設定した場合、あなたのコールサインのみ 
(コールサインのあとに -L もし くは -R がつかないもの) がシングルユーザーとして表示されます。 
コールサインが選択されていること  (コールサインの左側に小さい黒丸があること ) を確認します。 
このコールサインが登録対象になります。E メールアドレスを入力して、 “Request Validation” ボタンを

クリ ックします。

図 8-19   認証申請確認画面
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図 8-19 で示されているメ ッセージが表示され、入力した E メールアドレスにコールサインを登録する

手順が書かれたURLが送られてきます。 受信した E メールに記載されているURLをクリ ックします。

図 8-20   申請方法選択画面

コールサインを登録する方法をクリ ックします。 登録を完了させるためには、有効なアマチュア無線

局免許状が必要です。 

8.4.4.1 Scan and Upload の場合

デジタルカメラやスキャナーで、免許状の画像ファイルを作成します。

“Scan and Upload” をクリ ッ クします。必要事項を入力し、免許状の画像ファイルをアップロード します。

補足 : 画像ファイルについて、以下の点に注意するように記載されています。

• ファイルの種類は、JPG, GIF, PNG または TIFF であること。

• ファイルサイズは 5 MB 未満であること。

• コールサインなどの記載内容がはっきり と読み取れること。

画像の送信が完了すると、 “Validation-Upload” の画面が表示されます。

申請を受け付けて認証作業をしている旨の内容 (Processing... Your validation request will now...) が表

示されます。

認証作業は、ボランテ ィアである EchoLink サポートチームによりおこなわれます。

認証作業が完了すると、サポートチームより  “Validation approved for...” という、認証完了通知の

E メールが届きます。 (通常は、24 時間以内に認証作業が完了します ) 

8.4.4.2 Fax の場合

“Fax” をクリ ックします。

ページに記載された電話番号あてに 無線局免許状をファ ックスで送信します。

この場合は、ファ ックスでの返信はありません。

認証作業が完了すると、サポートチームより認証完了通知のE メールが届きます。

認証が完了したら、再びEchoLink ソフ トウェアを起動します。
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8.4.5 シングルユーザーモードでの起動

パソコン用のヘッ ドセッ ト  ( もし くはマイクとスピーカー) を、パソコンに接続し、EchoLink ソフ ト

ウェアを起動します。 Tip of the Day ウィンドウが表示されます。

図 8-21   Tip of the day ( 今日のヒン ト ) ウィンドウ

しばら くすると、EchoLink 接続局が表示され、使用可能な状態になります。この画面は自動的に

更新され、接続局の状態に変化があった場合には、最新の状態が表示されます。

図 8-22   EchoLink 接続局表示画面

8.4.6 オーディオ入出力レベルの設定

QSOをはじめる前に、まずテストサーバーに接続して、オーディオ入出力レベルを設定して ください。

図 8-23   テストサーバーへの接続画面
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以下のいずれの方法でも、テス トサーバーに接続することができます。

• Station プルダウンメニューから  “Connect to Test Server” を選択する。

• カンファレンス *ECHOTEST* を選択して、 “Connect” ボタン ( スクリーン左上 ) をクリ ックする。

“connectingxxxx” と表示され、接続されると  “Welcome to the EchoLink Test Server...” という、テスト

サーバーからのアナウンスが聞こえてきます。

8.4.6.1 受信音量の調整

テストサーバーのアナウンス音量が小さかった場合は、下記の手順で受信音量を調整します。

Tools プルダウンメニューから  “Adjust Sound Device” > “Playback...” の順に選択します。

図 8-24   受信音量の選択画面

ボリュームコン ト ロールで、テストサーバーのアナウンスが適度な音量になるように調整します。

8.4.6.2 送信音量の調整

マイクから、テス トサーバーに送られる送信音量を調整します。

Tools プルダウンメニューから  “Adjust Sound Device” > “Recording...” の順に選択します。

図 8-25   送信音量の選択画面

送信するには、EchoLink ソフ トウェア画面上の “Transmit” ボタン、もし くはパソコンの [Space] キー

を使用します。一度押すと送信状態になり、も う一度押すと受信状態に戻ります。

送信状態でマイクに向かって話すと、送信音量が EchoLink ソフ トウェア画面のレベルメーターに

表示されます。

図 8-26   送信音量表示画面
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通常の声量で、レベルメーターが黄色の中間あたりになるように、マイク音量を調整します。送信後に

受信状態に戻ると、こちらからしゃべった音声がリピート されてサーバーから送り返されてきます。

送信、受信を何回か繰り返して、最適なレベルに調整して ください。 調整が終了したら、EchoLink ソフ

トウェア画面上の “Disconnect” ボタンを押してテストサーバーとの接続を切断します。

8.4.7 実際の交信 (接続)

図 8-27   接続局一覧

EchoLink ソフ トウェア画面上の Index View タブのStation List に、接続局が表示されています。 一覧

では、上からレピーター局、リンク局、シングルユーザー局 (PC User)、カンファレンスの順に並んでい

ます。

まずは、シングルユーザー局を選んで接続してみまし ょ う。 レピーター局やリンク局、カンファレンス

ルームに接続した場合は、PTT スイッチを押す前に、十分にモニターをして接続先の状態を把握して

ください。

8.4.8 ポートの穴あけ設定

EchoLink の接続に関して、以前はルーターの設定 (ポートの穴あけ ) が、わかりづらい作業でしたが、

現在では基本的に不要になっています。

EchoLink ソフ トウェアの最新バージ ョ ンは、2007年2月にリ リースされた Ver.2.0.908 (2008年8月現

在 ) で、そこにはすでに “穴あけ不要 ” の機能自体は組み込まれていました。そして、2007年9月1日か

ら  EchoLink サーバー側でのサポートが開始されています。(参考 : http://www.echolink.org/firewall-
friendly.htm)

補足 : EchoLink ソフ トウェアの Ver.2 以降では、ポートの穴あけ (TCP 5200/ UDP 5198-5199 の開放 ) をすることな く 、EchoLink 
のカンファレンスサーバー、および EchoLink ノード局 (EchoLink ソフ トウェアの Ver.2 以降を使用している局 ) と接続でき
るようになっています。ただし、相手局の EchoLink ソフ トウェアが Ver.1.x のままの場合は、従来通りこちら側もポートの穴
あけが必要です。

8.4.9 Firewall について

もし、EchoLink ソフ トウェアの最新バージ ョ ンを使用しているにもかかわらず、シングルユーザー

モード  (パソコン単体 ) でも接続できない場合は、Windows の Firewall やセキュリテ ィーソフ トで、

EchoLink が使う  TCP 5200/ UDP 5198-5199 が遮断されている可能性があります。その場合は、以下の

ように対応します。
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8.4.9.1 Windows の Firewall
Windows で、Start > Settings > Control Panel > Security Center > Windows Firewall > Exceptions を選

択します。プログラムリスト上で、 EchoLink チェ ックボックスにチェ ックが入っていることを確認し

て ください。

8.4.9.2 セキュリテ ィーソフ トの Firewall
セキュリテ ィーソフ トの説明書 (またはヘルプファイル ) を参照し、EchoLink ソフ トウェアがイン

ターネッ トに接続できるように設定して ください。設定方法については、お使いのセキュリテ ィーソフ

トのメーカーにお問い合わせください。

8.5 TM-D710/S (TM-V71/S) で、ノード局 ( リンク局 ) を
セッ トアップする

EchoLinkがSingle Userモードで交信できるようになったら、次はいよいよTM-D710/S (TM-V71/S)を
使用してノード局( リンク局)をセッ トアップしてみまし ょ う。オプシ ョ ンのPG-5Hインターフェース

ケーブルキッ ト を使用してTM-D710/S (TM-V71/S)を直接パソコンに接続すれば、簡単にノード局 ( リ
ンク局 )のセッ トアップができます。 

8.5.1 パソコンと接続する

PG-5Hインターフェースケーブルキッ トには、音声ライン用の「データ通信ケーブル」と、PTT/スケル

チ制御ライン用の「シリアル通信ケーブル」の、2組のケーブルが入っています。

ケーブルを、それぞれ下記の図のように接続します。

図 8-28   TM-D710/S (TM-V71/S) とパソコンとの接続

PG-5H 

9

D-SUB

: MIC
: 
TM-D710/S 目次 59



8 EchoLink 編
それぞれのケーブルの内部接続は下記のとおりです。

図 8-29   ケーブルの内部配線図　

8.5.2 リンク局のための EchoLink ソフ トウェアの設定

お使いのパソコンが、EchoLink のシングルユーザーモードで使用できるようになっていれば、簡単に

リンク局 をセッ トアップすることができます。 Tools プルダウンメニューから  “Setup” を選択し、

System Setup ウィンドウを開きます。

図 8-30   System Setup ウィンドウ
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My Station タブ > Mode フレームの設定を、 “Single-User” から  “Sysop” に変更します。 
(Sysop ラジオボタンを選択します。)  “Change Callsign” ボタンをクリ ックします。

図 8-31   コールサイン変更確認画面

“Are you sure you want to change to a different callsign, or set the password ?” ( コールサインを変更し

ますか？) という メ ッセージが表示されますので、 “はい (Y)” ボタンをクリ ックします。

図 8-32   コールサイン変更画面

Callsign:エディ ッ トボックスに “JA1YKX-L” のように、あなたのコールサインに -L をつけたものを

入力し、 “OK” ボタンをクリ ックします。

図 8-33   Server Message 画面

“Server Message” の画面が表示されます。 「入力したコールサインの認証がまだなので、認証をして く

ださい」という内容です。 ここで、一旦 EchoLink ソフ トウェアを終了して、リンク局としての認証作業

をします。

補足 : EchoLink ソフ トウェアでは、同じコールサインでも以下の場合は別の局として扱われます。 同じ  “JA1YKX” の場合でも、 
“JA1YKX” ( シングルユーザー)、 “JA1YKX-L” ( リンク局 )、 “JA1YKX-R” ( レピーター局 ) と して区別され、それぞれに個別の
ノード番号が割り当てられます。 そのため、新たにリンク局 ( もし くはレピーター局 ) を設定するには、あらためて 
Validation をする必要があります。 http://www.echolink.org/validation に、ふたたびアクセスします。
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図 8-34   EchoLink Validation ページ

自局のコールサインを入力し、 “Continue” ボタンをクリ ックすると、認証申請が可能なコールサイン

が表示されます。

図 8-35   コールサイン認証申請画面

コールサインが選択されていること  ( コールサインの左側に小さい黒丸 ) を確認します。 このコール

サインが登録対象になります。 E メールアドレスを入力して、 “Request Validation” ボタンをクリ ック

します。 シングルユーザーモードでおこなった登録と同じ方法で、入力した E メールアドレスにコー

ルサインを登録する手順が書かれた URL が送付されます。 受信した E メールに記載されている URL 
をクリ ックします。 図 8-36 で示されている申請方法選択画面が表示されます。

図 8-36   申請方法選択画面
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“Password” をクリ ックします。下記のページが表示されます。

図 8-37   パスワード入力画面

新たに使用するリンク局のコールサインを選択し、前回の申請時に設定したパスワードを入力したあ

と、 “Continue” ボタンをクリ ックします。

“Verifying password...” (パスワードを確認中 ) という メ ッセージが表示され、およそ1 分以内に 
“Password verified” という メ ッセージが表示されます。

図 8-38   パスワード照合状況画面

これで、リンク局用のコールサインの認証作業は完了です。

再び、EchoLink ソフ トウェアを起動します。

図 8-39   EchoLink Startup ウィンドウ

上部には、あなたのリンク局としてのコールサインが表示され、EchoLink 接続局が表示されています。

ソフ トウェアは、すでにリンク局として接続されています。
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次に、Tools プルダウンメニューから  “Sysop Settings” を選択し、Sysop Setup ウィンドウを開きます。 
RX Ctrl タブをクリ ックします。

図 8-40   RX Ctrl タブ

Carrier Detect フレームで、 Serial CTS ラジオボタンを選択します。Serial Port は、EchoLink 用に使用

するポートに設定します。パソコンの設定によって異なりますので、ポートの使用状況を確認して くだ

さい。

MCP-2A をインストールしている場合は、通常は MCP-2A と同じポートで動作します。パソコンの 
COM 端子が一つだけの場合は、通常は COM1 になります。また、USB - シリアル変換ケーブルを使用

している場合は、 COM2 以降の番号になる場合があります。

Invert Sense チェ ックボックスは、チェ ックしません。これは、無線機からの Squelch Control の
Output Logicを “Active High” に設定するためです。 「8.5.4 MCP-2AによるTM-D710/S (TM-V71/S)の
パラメーター設定」の手順 4 を参照して ください。)

Squelch Crash Anti-Trip チェ ックボックスも、チェ ックする必要はありません。

次に、TX Ctrl タブをクリ ックします。

図 8-41   TX Ctrl タブ

PTT Activation フレームで、RTS ラジオボタンを選択します。

Serial Port は、RX Ctrl タブで設定したものと同じポート番号です。

9600bps および Key PTT On Local Transmit チェ ックボックスはチェ ックしません。
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次に、DTMF タブをクリ ックします。

図 8-42   DTMF タブ

DTMF Decoder フレームで、Internal ラジオボタンを選択します。

また、リンク局を管理するために、EchoLink ソフ トウェアがEchoLinkサーバーに接続(LinkUp)または

切断(LinkDown)するためのDTMF コマンド も入力することをおすすめします。 ( このコマンドはリン

ク局の管理者以外には知られないようにして ください。)

次に、Ident タブをクリ ックします。

図 8-43   Ident タブ

Station Identification フレームで、自動送信される自局 ID のタイプを設定します。

Spoken Voice ラジオボタンを選択すると、EchoLink ソフ トウェアによる音声合成の ID がアナウン

スされます。テキストボックスの中には、アナウンスする内容 (自局のコールサイン )を入力します。

External fileを選択すると、自作したWAV ファイル (8-bit, 8000 Hz, PCM, モノ ラル)により音声 IDを送

信することができます。

Morseを選択するとモールス信号による IDが送信されますが、その場合の電波型式はF2Aになりま

す。F2Aの送信には、第３級アマチュア無線技士以上の資格、および使用する無線機でF2Aの許可され

た免許状が必要です。 (※ 申請 (届出 ) の際に記載するF2Aのための付属装置は、「低周波発振器」

(発振周波数：300 Hz～3 kHz)に電鍵を付加した形になります。)

While active チェ ックボックスをチェ ックし、EchoLink サーバーに接続している場合の ID の間隔を

設定します。 Wait for clear frequency チェ ックボックスをチェ ックすると、周波数がクリアーになっ

てから  ID を送信するように設定されます。 次に、Options タブをクリ ックします。
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図 8-44   Options タブ

上記のように、初期設定のままで問題ありません。同様にSignals タブ、Remote タブも初期設定の

ままで問題ありません。 最後に、 RF Info タブをクリ ックします。

図 8-45   RF Info タブ

ここで、自局のリンク局としての情報を入力します。

一時的な実験をする場合など、情報の公開を希望しない場合は、ここには情報を入力しないで くださ

い。ここで入力した情報は、EchoLink サーバーへ送信されます。 EchoLink サーバーへの接続を切断し

ても、情報は一定期間公開されますので、情報の入力の際にはご注意ください。

Lat: 自局位置の緯度を入力します。

Lon: 自局位置の経度を入力します。

Freq: 運用周波数を入力します。

PL (if any): アクセス用ト ーン周波数 (TM-D710/S, TM-V71/S に設定した CTCSS 周波数) を入力します。

Power (W): 無線機の送信出力で、最も近いものを選択します。

HAAT (ft): アンテナの高さで、最も近いものを選択します。 
単位はフ ィートです。(1フ ィート  = 0.3048 メートル)

Antenna Gain: アンテナの利得で、最も近いものを選択します。

Directivity: アンテナの指向性を選択します。無指向性の場合は、 “Omni” を選択します。

Report Status via APRS: チェ ックしません。

運用周波数、トーン周波数などの情報を変更した場合は、EchoLink サーバーへ接続すると、公開される

情報もただちに変更されます。

設定が完了したら、 “OK” ボタンをクリ ックします。
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8.5.2.1 自局位置 ( 経度、緯度 ) を調べる

GPS レシーバーを使用する以外に、インターネッ ト上で緯度、経度が取得できるウェブサイ トやアプ

リケーシ ョ ンを利用することもできます。

自局の位置を、Google Earth を使用して取得する場合の例

Google Earth を使用して、自局の住所の位置を探します。

自局の位置の周辺が表示されたら、ポインタを自局の位置の上に移動させます。すると、画面の下に

ポインタの位置が “35° 30' 32.62"N   139° 33' 21.08"E” のように表示されます。この場合は、 
“ 北緯 35 度 30 分 32.62 秒、東経 139 度 33 分 21.08 秒 ” であることを示しています。

EchoLink ソフ トウェアで入力する緯度や経度は、APRS の場合と同様に、秒は使用せず “ 分 ” ( 小数

点以下 2 桁 ) で設定します。 

“1 分 = 60 秒 ” で換算すると、 “北緯 35度 30.54 分 東経 139度 33.35 分 ” となります。EchoLink ソフ

トウェアの画面上では、以下のように入力します。

Lat 35 30.54 North

Lon 139 33.35 East

以上は、TM-D710/S (TM-V71/S) でリンク局をセッ トアップする場合の、EchoLink ソフ トウェア側での

基本的な設定です。各設定パラメーターの詳しい説明は、EchoLink ソフ トウェアのヘルプファイルを

参照して ください。必要に応じて他の機能を設定し、より快適なリンク局の運用をお楽しみください。

8.5.3 リンク局のための TM-D710/S (TM-V71/S) の設定

8.5.3.1 TM-D710/S (TM-V71/S) の EchoLink Sysop モード とは ?
TM-D710/S (TM-V71/S)のEchoLink Sysopモードは、TM-D710/S (TM-V71/S)をパソコンと接続して、

EchoLink 中継用の基地局 ( リンク局) と して使用するモードです。

TM-D710/S (TM-V71/S)をパソコンと接続したときに、ハード フロー制御として動作する無線機本体

背面にある PC端子のRTSおよびCTSが、EchoLink Sysop モード では、データ端子のSQC (パソコン

へのスケルチ制御信号出力 )およびPKS (パソコンからの送信制御信号入力 )と同じ動作をするよう に

切り 替わり ます。

使用するバンドは、送信バンド (PTT バンド )、操作バンドにかかわらず、メニュー No.517 で選択した

データバンド と同じになります。

EchoLinkソフ トウェアをインス トールしたパソコンと  TM-D710/S (TM-V71/S)を、 PG-5H (インター

フェースケーブルキッ ト ) を使用して下記のように接続します。

図 8-46   パソコンと  TM-D710/S (TM-V71/S) との接続

PG-5H 

9

D-SUB

: MIC
: 
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1. 一度電源をオフにする。

2. [PF2] キーを押しながら電源をオンにする。

手順 1 と  2 をおこなうたびに、EchoLink Sysop モードがオンまたはオフになります。

補足 :

EchoLink Sysop モードがオンのときは、 “ ” アイコンが点灯します。

データ端子からパソコンへ音声信号が出力されているときは、 “ ” アイコンが点滅します。

USB －シリアル変換ケーブルを使用される場合、USB －シリアル変換ケーブルの種類や、OS、ド ライバーの組み合わせなどの条
件によっては正常に動作しない場合があります。

EchoLink Sysop モードがオンのときは、メモリーコン ト ロールプログラム MCP-2A と通信することはできません。 MCP-2A を
使用する前に、EchoLink Sysop モードをオフにして ください。

8.5.4 MCP-2A による TM-D710/S (TM-V71/S) のパラメーター設定

1. Edit プルダウンメニューから、 “Menu” > “AUX” の順に選択します。 

図 8-47   Menu - Aux ウィンドウ : SQC Output Source

Data Speed [bps] ドロップダウンリストに “1200” bps が設定されていることを確認します。 
( 無線機の メニュー No.518 と同じです。)

2. SQC Output Source ドロップダウンリストから  “SQL” を選択します。 (無線機の メニュー No.520 
と同じです。)

3. Edit プルダウンメニューから、 “Menu” > “Transmit/Receive” の順に選択します。

図 8-48   Menu - Transmit/Receive ウィンドウ : EchoLink RX Monitor
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ノ イズなどの不要な信号をリンク局からインターネッ トに流さない目的でCTCSSやDCSを使用

する場合は、運用周波数の使用状況を確認するために、 “EchoLink RX Monitor” を “Busy Only” に設

定して ください。これにより、EchoLink Sysop モードがオンのとき、データバンド側では CTCSS や 
DCS の一致または不一致にかかわらず、すべての受信信号がスピーカーから出力されます。 
(データ端子からは、CTCSS や DCS の一致した音声信号のみ出力されます。) 

4. Edit プルダウンメニューから、 “Data Terminal” を選択します。

図 8-49   Data Terminal ウィンドウ : SQC Output Logic

無線機の電源をオフにした場合でも、EchoLink ソフ トウェア側で ビジー検出状態とならないよう

に、 SQC Output Logic ドロップダウンリス トから  “High” を選択して ください。 

補足 : この設定に関連して、EchoLink ソフ トウェア側の Sysop Setup ウィンドウ > RX Ctrl タブで、Invert Sense チェ ック
ボックスはチェ ックしないで ください。 (「8.5.2 リンク局のための EchoLink ソフ トウェアの設定」を参照して ください。)

5. Edit プルダウンメニューから、 “Data Terminal” を選択します。

図 8-50   Data Terminal ウィンドウ : AF 入出力調整

パソコン側での音声レベル調整範囲が十分でない場合は、無線機側での復調 AF 出力レベル “PR1 
Pin Output Level”、および変調用 AF 入力感度 “PKD Pin Input Level” を補正して ください。これらの

レベルは約 6 dB ステップで可変することができます。

補足 :

上記の 手順 3 から  手順 5 は MCP-2A でのみ設定することができます。

旧バージ ョ ンの MCP-2A ではメニューの位置が違ったり、設定項目がなかったりする場合があります。バージ ョ ン 3.1以降の
MCP-2A を使用して ください。

8.5.5 リンク局の動作をチェ ックする

以下の手順にしたがって、セッ トアップしたリンク局の動作を確認して ください。

• 動作確認が終わるまでは、TM-D710/S (TM-V71/S) のアンテナ端子には、アンテナの代わりにダミー

ロードを接続することをおすすめします。

• [PF2] キーを押しながら TM-D710/S (TM-V71/S) の電源をオンにして、EchoLink Sysop モードにし

ます。

• EchoLink ソフ トウェアを立ち上げます。
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• も う一台の無線機の PTT スイッチを押して、TM-D710/S (TM-V71/S) が受信したとき、EchoLink
ソフ トウェアの画面上で Busy が点灯するはずです。

• Single User のときと同じように、テス トサーバーに接続します。ヘッ ドセッ トの代わりにも う 1 台

の無線機を使用して、送信および受信のレベル調整をおこないます。

• TM-D710/S (TM-V71/S) を経由して PC からテストサーバーに送られる受信復調レベル、およびテ

ストサーバーからパソコンに送られた信号による TM-D710/S (TM-V71/S) の送信変調レベルがそ

れぞれ適切になるように調整します。パソコン側でのレベル調整範囲が十分ではない場合には、前

ページの説明のように MCP-2A を使用して無線機側でのレベル設定をおこなって ください。

• レベル調整ができたら、も う 1 台の無線機から DTMF を送信してみます。EchoLink ソフ トウェアの

画面上で DTMF 信号が正し くデコード されていることを確認して ください。

• 確認ができたら、テス トサーバーから切断します。

• も う 1 台の無線機から DTMF を送信し、Connect/ Disconnect や、LinkUp/ LinkDown などのコマン

ドが正し く動作することを確認します。

確認が終了すれば、セッ トアップは完了です。TM-D710/S (TM-V71/S)を使用したリンク局で、

EchoLinkの運用をお楽しみください。

8.5.6 リンク局の運用周波数について

日本国内においては、EchoLinkなどのVoIP無線の専用周波数の割り当てはありません。アナログ音声

のFM (F3E)によるEchoLinkのリンク局 (シンプレックス )の運用は、「広帯域の電話・電信・画像」、

もし くは「全電波型式」の周波数でおこないます。(2008年8月現在 )

以下の (社)日本アマチュア無線連盟のHPで、アマチュアバンド使用区分 (バンドプラン )をご参照く

ださい。

http://www.jarl.or.jp/Japanese/A_Shiryo/A-3_Band_Plan/A-3-0.htm

また、混雑した周波数や呼出し周波数は避けて運用して ください。

なお、使用区分の境界周波数 (145.80 MHz、438.00 MHzなど )は、無線局運用規則第257条により使用

できませんのでご注意ください。

無線局運用規則　第257条

アマチユア局においては、その発射の占有する周波数帯幅に含まれているいかなるエネルギーの発射も、その局が動作する
ことを許された周波数帯から逸脱してはならない。
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8.5.7 リンク局の管理について

リンク局の運用をおこなう場合は、周波数の使用状況を随時確認しながら、他のアマチュア局に常に

配慮して、リンク局の適切な管理、運用をおこなって ください。

8.5.8 EchoLink 関連書籍の紹介

EchoLinkソフ トウェアの設定を含むEchoLink全般について、CQ出版社の書籍に詳し く説明されてい

ます。

「新世界の扉を開こ うデジタル & インターネッ ト通信」(CQ ham radio編集部編)
http://www.cqpub.co.jp/hanbai/books/14/14951.htm

「インターネッ ト・アマチュア無線」(CQ ham radio編集部編)
http://www.cqpub.co.jp/hanbai/books/14/14991.htm

無線局運用規則　第258条

アマチユア局は、自局の発射する電波が他の無線局の運用又は放送の受信に支障を与え、若し くは与えるおそれがあるとき
は、すみやかに当該周波数による電波の発射を中止しなければならない。(以下略 )
図 8-51   「新世界の扉を開こ うデジタル &
インターネッ ト通信」  

図 8-52   「インターネッ ト・アマチュア無線」
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コン ト ロールプログラム )
MCP-2A は、TM-V71/S, TM-D710/S または RC-D710 をパソコンに接続して、パソコン上でメモリー

チャンネルやメニューなどのデータを作成、編集および管理するソフ トウェアです。

従来の MCP シリーズより、定評のある機能はそのままに、大幅に機能アップしています。

どなたでも気軽に使えるよう、フリーソフ トウェアと して当社のウェブサイ トにて配布しています。
今回はユーザーインターフェースを一新し、多く

の情報を一画面で閲覧できるよう、改良しました。

また、過去機種のMCP で作られたメモリーチャ

ンネルデータを読み込むことができます。

より便利で高機能になった MCP-2A を使用して、

メモリーチャンネルやメニューなどのデータを

作成、編集および管理し、TM-V71/S、TM-D710/S 
および RC-D710 をご活用ください。

なお、MCP-2A でデータのやり取りをするには、

オプシ ョ ンの PG-5G またはPG-5H が必要です。

図 9-1   MCP-2A Memory Channel ウィンドウ
9.1 MCP-2A のダウンロード とインストール
1. お使いのパソコンのスペックを確認する。

MCP-2A を使用するために必要なパソコンのスペックは以下のとおりです。

表 9-1   MCP-2A の動作に必要なパソコン環境

補足 :

Microsoft .NET Framework 2.0 以降のランタイムは、Windows Vista をお使いの場合は、インス トール不要です。パソコンに 
Microsoft .NET Framework 2.0 以降のランタイムがインス トールされていない場合は、下記のウェブサイ トから入手し、
あらかじめインストールしておきます。

Microsoft .NET Framework 2.0 のランタイムダウンロード先 :
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=0856EACB-4362-4B0D-8EDD-AAB15C5E04F5&displaylang=ja
MCP-2Aをインストール後、MCP-2Aを実行したとき、[MCP-2A.exe ?DLLが見つかりません ]エラーが発生した場合は、Microsoft 
.NET Framework 2.0 以降のランタイムがインス トールされていない場合があります。下記の手順で確認して く ださい。

“Start” ボタンから  コン ト ロール パネル > プログラムの追加と削除の順に選択し、表示されたウィンドウに “Microsoft .NET 
Framework 2.0” (もしくはそれ以降)が表示されていれば、ランタイムはインストールされています。 (Windows XP の場合 )

PG-5G (もし くはPG-5Hのシリアル通信ケーブル) は、パソコンのシリアルポート  (9ピンD-SUB端子) に直接接続して ください。
USB －シリアル変換ケーブルを使用される場合、USB －シリアル変換ケーブルの種類や、OS、ド ライバーの組み合わせなどの条
件によっては正常に動作しない場合があります。

2. MCP-2A をダウンロードする。

下記のケンウッ ドのウェブサイ ト より、MCP-2A を入手して ください。 (URL は変更になることが

あります )  
MCP-2A の入手先 : http://www.kenwood.co.jp/j/products/amateur/mobile/mcp2a_j.html

パソコン 必要なスペック

OS Windows 2000 (SP4 以降 ), Windows XP (SP2 以降 ), Windows Vista (32-bit バージ ョ ン )
CPU Pentium II 450 MHz 以上またはその互換 CPU、もし くは OS が推奨する CPU 以上

Memory OS が推奨する容量以上

Run-time .NET Framework 2.0 以降がインストールされていること  (補足を参照 ) 
シリアルポート COM1～COM20のいずれかが、利用可能であること (補足を参照 )
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3. ダウンロード したファイルをクリ ックする。

インス トーラーが起動するので、ウィザードの

指示にしたがってインストールします。

補足 :

Windows Vista では、インス トーラーの起動時に
ユーザーアカウン ト制御ウィンドウが表示されますの
で、 “ 許可 (A)” ボタンをクリ ッ クします。

Microsoft .NET Framework 2.0 以降のランタイムがイン
ストールされていない場合には、MCP-2A をインストー
ルしても、MCP-2A は起動しません。あらかじめインス
トールを済ませておいて ください。 (OS が Windows 
Vista では、導入済みですのでインス トールする必要はあ
りません )

リンク先のアドレスは、変更されることがあります。

図 9-2   Windows Vista ユーザーアカウン ト制御ウィンドウ
4. “ スタート ” ボタンから  “ プログラム ” > 
“KENWOOD” > “MCP-2A” の順に選択し、

MCP-2A を起動する。

 MCP-2A が起動すると、編集対象のモデル名

を選択するウィンドウが表示されます。モデル

名を選択し、 “OK” ボタンをクリ ックして く だ

さい。 ( モデル名はあとから変更することがで

きます )

図 9-3   MCP-2A Product Select ウィンドウ
5. データをやり取りするために、使用するシリア

ルポートを選択する。

パソコンと TM-V71/S, TM-D710/S, RC-D710
を接続する、シリアルポート を COM Port から

選択します。

グレイアウト されている通信ポートは使用す

ることができません。

6. TM-V71/S, TM-D710/S, RC-D710 との通信速

度を確認する。

通信速度が Auto になっていることを確認し、 
“OK” ボタンをクリ ックして く ださい。

補足 : 快適にデータの転送をおこなうには、無線機のメ
ニュー 519 (AUX-PC Port BAUDRATE) で 57600bps
を選択することをおすすめします。この設定後は、無
線機の電源を入れなおすことで、この変更が有効に
なります。

図 9-4   MCP-2A COM Port Setting ウィンドウ
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7. 接続先を確認する。

編集する TM-V71/S, TM-D710/S, RC-D710
と、シリアルポート を確認するため、ターゲッ

トの情報を読み込みます。

“OK” ボタンをクリ ックします。次に Program 
プルダウンメニューから  “Read Data from the 
Transceiver” を選択し、ターゲッ トから情報を

読み込みます。

補足 : MCP-2A は、TM-V71/S, TM-D710/S, RC-D710 から
情報を読み込んで、編集後に再度、ターゲッ トへ書き
込むのが基本的な利用方法です。

図 9-5   MCP-2A のインフォメーションダイアログボックス

図 9-6   MCP-2A Program メニュー: Read Data from the 
Transceiver
9.2 MCP-2A の代表的な機能一覧

MCP-2A には多くの機能があります。

ここでは、MCP-2A を使用するうえで、便利な機能や本ソフ トウェアのみで設定できる機能をご紹介し

ます。

9.2.1 MCP-2A の便利な機能

• html ファイル出力。

• メモリーグループや PM (Programmable Memory) に名前をつける。

• 他機種の MCP で作られたメモリーチャンネルデータを読み込む。 
(「9.3.2 他機種の MCP で作られたメモリーチャンネルデータを読み込む」をご参照ください。)

• 表示文字の大きさを設定をする。

• 使用者名を設定する。

9.2.2 MCP-2A でのみ設定できる機能

• EchoLink Sysop モード時のモニター音出力条件を選択する。

• SQC のアクテ ィブ条件の選択をする。

• データ端子の入力感度や出力レベルの設定をする。

• 10 MHz ステップ可変機能を有効にする。

• パワーオンパスワードで使用する文字列を登録する。

補足 : MCP-2A は、TM-V71/S、TM-D710/S より以前にリ リースされた MCP ソフ トウェア (MCP-D700 や MCP-F6/F7 などの他機
種用 MCP) で作成されたデータファイルから、メモリーチャンネル部分のデータを読み込むことができます。「9.3.2 他機種
の MCP で作られたメモリーチャンネルデータを読み込む」を参照して く ださい。
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9.3 ファイルを読み込む

MCP-2Aには、ファイルを読み込む方法として、い くつか方法があります。

ここでは、ファイルを読み込む方法について、説明します。

9.3.1 MCP-2A で作成したファイルを読み込む

ファイルを読み込むには、 File プルダウンメ ニューから、 “Open” を選択し、ファイルの種類で 
“MCP-2A File (*.mc2)”を選択すると、TM-V71/ TM-D710/ RC-D710で作成したファイルが読み込めます。
9.3.2 他機種の MCP で作られたメ
モリーチャンネルデータを読
み込む

MCP-2A では、他機種の MCP で作られたファイ

ルを読み込むことができます。

他機種の MCP で作られたファイルを読み込むに

は、 File プルダウンメニューから   “Open”  を選択

し、ファイルの種類で希望する機種を選択して

ファイルを開きます。 図 9-7   MCP-2A Open ウィンドウ
MCP-2Aは、以下の他機種ファイルを読み込むことができます。

表 9-2   他機種の MCP で作られたファイルとそのフォーマッ ト一覧 

補足 :

MCP-2A では、TM-V71/SおよびTM-D710/S 以外の上記の無線機から、直接データの変換読み出し、書き込みをすることはできませ
ん。

DTMF メモリーや、他のメニュー設定などは読み込めません。

ソフ トウェア名と
拡張子

対象機種 備考

MCP-1A (*.mcp) TH-K2/ K4

MCP-F6/F7 (*.fx) TH-F7 TM-V71/S もし くは TM-D710/S で受信周波数範囲外となっている
メモリーチャンネルデータは読み込まれません。

MCP-D700 (*.700) TM-D700/S

MCP-D7 (*.d7) TH-D7
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9.4 代表的な機能の紹介

「9.2. MCP-2Aの代表的な機能一覧」で紹介した機能の詳細を以下で説明します。

9.4.1 htm ファイル出力

MCP-2A で作成した、メモリーチャンネルや、メニュー設定などのほぼ全ての設定をhtm形式 (イン

ターネッ トブラウザで表示可能 )なファイル型式に出力します。

Fileプルダウンメニューの “Export” > “HTML File” と選択し、 ファイル名をつけて保存ウインドウで、

保存します。

9.4.2 メモリーグループや PM (Programmable Memory) にネームを
つける

PM (Programmable Memory)や、メモリーチャンネルのグループに覚えやすいネームをつけることが

できます。

Setup プルダウンメニューの “Memory Group Name” または “Programmable Memory Name” にて、

ネームを入力します。

9.4.3 表示文字の大きさを設定をする

MCP-2A 上でウインドウ内に表示される文字の大きさを 3 種類の中から選択することができます。

View プルダウンメニューの “Font” で、 “Normal”, “Large”, “Extra Large”から選択します。

補足 :

メニューバーの文字サイズの変更は OS 側で設定します。

MCP-2A のメニューバー表示を大き くするため、 OS 側で 96 dpi 以外のフォン トサイズを設定し、MCP-2A の “View” > “Font” で 
Normal 以外を選択した場合、い くつかの表示項目が画面に入りきらないことがあります。

9.4.4 使用者名を設定する

MCP-2A に表示される使用者名やコールサインなどを設定することができます。

Setup プルダウンメニューの Callsign Setting ウインドウで、入力します。

文字列は、起動時のスプラッシュウィンドウや、 About MCP-2Aウィンドウおよびタイ トルバーに表

示されます。

また、 Start sending the Morse code チェ ックボックスをチェ ックすると、起動時に入力された文字

列をモールス符号で再生することができます。

補足 : お使いのパソコンによっては、モールス符号が再生されない場合があります。
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9.4.5 EchoLink Sysop モード時のモニター音出力条件を選択する

無線機をEchoLink Sysopモード と したときの、モニター音の出力条件を設定します。

Editプルダウンメニューの “Menu” > “Transmit/ Receive”の、 “EchoLink Rx Monitor”にて、 “CTCSS/
DCS”, “Busy Only”のいずれかから、選択します。

補足 :

無線機がEchoLink Sysop モード となっているときに MCP-2A と通信するには、無線機で EchoLink Sysop モードをオフにしてか
ら、MCP-2A と通信をおこなって ください。

無線機を EchoLink Sysop モードで使用するときは、「9.4.6 SQC のアクテ ィブ条件の選択をする」を参照し、SQCのアクテ ィブ条
件を “High” にして く ださい。

詳細は、「8.5.4 MCP-2AによるTM-D710/S (TM-V71/S)のパラメーター設定」を参照して ください。

9.4.6 SQC のアクテ ィブ条件の選択をする

データ通信などに使用される、外部出力端子の出力論理 (アクティ ブレベル) を設定することができます。

Editプルダウンメニューの “Data Terminal” > Data Terminal ウインドウの、 “SQC Output Logic”にて、 
“High”, “Low”のいずれかから、選択します。

補足 : EchoLink Sysop モードでは、無線機の電源をオフした場合でも、EchoLink ソフ トウェア側で Busy 状態とならないようにす
るため、 “High” を設定して ください。

詳細は、「8.5.4 MCP-2AによるTM-D710/S (TM-V71/S)のパラメーター設定」を参照して ください。

9.4.7 データ端子の入力感度や出力レベルの設定をする

パケッ ト 通信時または EchoLink Sysop モード 時などに使用される、外部機器端子の入力感度や出力

レベルは、 Editプルダウンメ ニューの “Data Terminal” > Data Terminal ウインド ウにておこないます。

無線機側からの復調AF出力レベルは、 “PR1 Pin Output Level”で設定できます。

無線機側への変調AF入力感度は “PKD Pin Input Level”で設定できます。

補足 : TM-V71/S および TM-D710/S と、RC-D710 では、設定可能な項目が異なります。

9.4.8 10 MHz ステップ可変機能を有効にする

10 MHz ステップ可変機能を使用するか、または使用しないかを設定します。

Editプルダウンメニューの “Menu” > Aux ウインドウの10 MHz Modeチェ ックボックスをチェ ックす

ることで、使用可能となります。
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9.4.9 パワーオンパスワードを使用する

パワーオンパスワード機能を使用するために必要なパスワードを入力するには、以下の操作をおこな

います。

Editプルダウンメニューの “Menu” > Aux ウインドウのPasswordにて、1～5までの文字を最大6文字

までで入力します。

補足: パスワードの入力時に、このウインドウ内の Power-on Password のチェ ックボックスをチェ ックすると、パワーオン
パスワード機能が使用できます。
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10.1 ファームウェア

この章では、TM-D710/S操作パネル、RC-D710 および 内蔵TNC のファームウェアを更新する方法に

ついて説明します。

補足：

TM-D710/S 本体 (TX/RX 部 ) のメインファームウェアはお客様ご自身によるアップデートはできません。

TM-D710/S 本体のメインファームウェアのアップデートは、弊社通信機サービスセンターにて承ります。

詳細は、下記のウェブサイ ト を参照して ください。
http://www.kenwood.co.jp/j/products/amateur/mobile/upgrade/20080516.html

10.2 必要な機器の確認

アップデートするには、以下の各機器が必要です。

• アップデートの対象機器 (TM-D710/S 操作パネル、 RC-D710)

• パソコン

• 通信ケーブル (PG-5G、または PG-5H のシリアル通信ケーブル )

• ファームウェアアップデートプログラム

ファームウェアアップデートプログラムは Windows OS用での提供となります。

このソフ トウェアを使用するための、必要なパソコンのスペックは以下のとおりです。

表 10-1   ファームウェア更新に必要なパソコン環境

補足 :

Microsoft .NET Framework 2.0 以降のランタイムは、Windows Vista をお使いの場合は、インストール不要です。パソコンに 
Microsoft .NET Framework 2.0 以降のランタイムがインス トールされていない場合は、下記のウェブサイ トから入手し、あらか
じめインス トールしておきます。

Microsoft .NET Framework 2.0 のランタイムダウンロード先 :
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=0856EACB-4362-4B0D-8EDD-AAB15C5E04F5&displaylang=ja
ファームウェアアップデートプログラムを実行したとき、[xxx ?DLL が見つかりません ] エラーが発生した場合は、Microsoft 
.NET Framework 2.0 以降のランタイムがインス トールされていない場合があります。下記の手順で確認して ください。

“Start” ボタンから  “ コン ト ロールパネル ” > プログラムの追加と削除の順に選択し、表示されたウィンドウに “Microsoft .NET 
Framework 2.0” (もしくはそれ以降)が表示されていれば、インストールされています。 (Windows XP の場合 )

PG-5G (もし くはPG-5Hのシリアル通信ケーブル) は、パソコンのシリアルポート  (9ピンD-SUB端子) に直接接続して ください。
USB－シリアル変換ケーブルを使用される場合、USB－シリアル変換ケーブルの種類や、OS、ド ライバーの組み合わせなどの条
件によっては正常に動作しない場合があります。

リンク先のアドレスは、変更されることがあります。

パソコン 必要なスペック

OS Windows 2000 (SP4 以降), Windows XP (SP2 以降 ), Windows Vista (32 bitバージ ョ ン )
CPU OS が推奨する CPU 以上またはその互換 CPU 以上

Memory OS が推奨する容量以上

Runtime .NET Framework 2.0 以降がインストールされていること  (補足を参照)

シリアルポート COM1～COM20 のいずれかが利用可能であること  (補足を参照 )
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10.3 ファームウェアバージ ョ ンの確認方法

以下の手順で、ファームウェアバージ ョ ンを確認することができます。

確認の方法は 2 通りありますので、いずれかの方法で、ご確認ください。

10.3.1 パネルの操作による確認方法

1. TM-D710/S操作パネル または RC-D710 で、[TNC] キーを押し、表示部上に “APRSxx” を表示させる。

2. TM-D710/S、RC-D710 の電源を切る。

3. [ ] および [PF1] キーを押しながら、電源スイッチを入れる。

4. 操作パネルの表示部に以下のような表示が出ることを確認します。

• 表示部の左側の数字 : 無線機本体のファームウェアバージ ョ ンを示しています。

• 表示部の右側の数字 : 操作パネルのファームウェアバージ ョ ンを示しています。

• 表示部の右側の上部分の数字 : 内蔵 TNC のファームウェアバージ ョ ンを示しています。

図 10-1   ファームウェアバージ ョ ン表示画面

補足 : 内蔵 TNC のファームウェアバージ ョ ンを操作パネルの表示部に表示させるためには、操作パネルのファームウェアバー
ジ ョ ンが、1.12 以降である必要があります。

10.3.2 MCP-2A による確認方法

1. TM-D710/S操作パネル または RC-D710 で、[TNC] キーを押し、表示部上に “APRSxx” を表示させる。

2. TM-D710/S、RC-D710 の電源を切り、TM-D710/S の場合は無線機本体の PC 端子に、RC-D710 の場

合はパネル背面の COM 端子に通信ケーブルを接続する。

3. TM-D710/S または RC-D710 の電源を入れる。

4. MCP-2A を起動し、Model プルダウンメニューから  “Product Information” を選択する。

図 10-2   Product Information 画面

補足 : 内蔵 TNC のファームウェアバージ ョ ンを MCP-2A に表示させるためには、TM-D710/S 無線機本体と操作パネルのファーム
ウェアバージ ョ ンが、それぞれ 2.00 以降、MCP-2A は 3.10 以降である必要があります。
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10.4 最新版のファームウェアの入手

下記のケンウッ ドのウェブサイ トより、最新版のアップデートプログラムがダウンロードできます。 
(URL は変更になることがあります。)
http://www.kenwood.co.jp/faq/index.html

10.5 アップデート方法

ダウンロードするときに表示されるアップデート方法をよ く読み、操作方法や内容を十分に理解して

から、作業して ください。

表 10-2   ファームウェアの更新

補足 : MCP-2A のバックアップデータを復元するときは、データを無線機や RC-D710 へ再び書き込む前に、MCP-2A 上でデータを
確認して ください。

更新する箇所 入手するアップデート  プログラム 備考

TM-D710/S
無線機本体

-
弊社通信機サービスセンターにお問い合わせ
ください。詳細は、「10.1 ファームウェア」を参
照して ください。

TM-D710/S
操作パネル

TM-D710_RC-D710_OpPanel_xxxJ.exe アップデート  プログラムは RC-D710 用にも
利用することができます。

内蔵TNC TM-D710_RC-D710_Tnc_VxxxJ.exe

操作パネルファームウェアのバージョ ンが 
1.12 以降であること。
アップデート  プログラムは RC-D710 用にも
利用することができます。
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11.1 RC-D710 ( コン ト ロールパネル / APRS・NAVITRA内蔵
スタンドアローンTNC)

TM-V71/S の操作パネルと、RC-D710 を入れ替えることにより  TM-D710/S と同等の機能を実現する

ことができます。 (RC-D710 は、TM-D710/S の操作パネルとしても使用することができます。)

また、RC-D710 をオプシ ョ ンの PG-5J (インターフェースキッ ト ) を介して他の無線機へ接続すれば、 
“APRS・NAVITRA内蔵スタンドアローンTNC” と して使用することができます。

11.1.1 RC-D710 を使用することができる無線機

RC-D710 を使用することができる無線機の機種は以下のとおりです。

TM-V71/S、TM-D710/S、TM-D700/S、TM-V708/S、TM-G707/S、TM-V7/S、TM-733/D/S、
TM-733G/GD/GS/GL/GSL/GV/GVL、TM-833/V/S、TM-255/V/D/S、TM-455/V/D/S

RC-D710 を TM-V71/S および TM-D710/S の操作パネルとして使用する場合を除き、オプシ ョ ンのイ

ンターフェースキッ ト  PG-5J が必要です。

補足 : 6 ピン Mini-DIN の DATA 端子を持ち、1200 bps および 9600 bps のデータ通信に対応している機種での使用が可能ですが、
接続する無線機はその動作を保証するものではありません。 また、RC-D710 を上記の動作確認機種以外と接続される場合
は、動作の可否も含めて当社のサポート外となりますのでご了承ください。

11.1.1.1 TM-V7/S との接続

図 11-1   RC-D710 と TM-V7/S との接続

RC-D710

PG-5J

DATA

PANEL

PANEL

13.8 V DC 

12 V  

DATA

TM-V7/S

6  Mini-DIN 

(+)(-)
82 目次 TM-D710/S



11 その他
11.1.1.2 TM-D700/S または TM-V708/S との接続

図 11-2   RC-D710 と  TM-D700/S または TM-V708/S との接続

補足 : RC-D710 は、TM-V71/S および TM-D710/S の操作パネルとして使用する場合を除いては無線機を操作することはできませ
ん。上記のように無線機の操作部は無線機本体に必ず接続して ください。

11.1.1.3 DATA 端子 (PG-5J)

表 11-1   PG-5J の DATA 端子 (6 ピン Mini-DIN メス )

No. 端子名 入力 / 出力 規格

1 PKD 出力
TNC データ出力
2 Vp-p/10kΩ (9600 bps)
40 mVp-p/10kΩ (1200 bps )

2 GND - GND

3 PKS 出力
データスタンバイ制御信号出力
オープンコレクタ
TX : Lowレベル / RX : Highインピーダンス

4 PR9 入力
TNCデータ入力 (1200 bps/9600 bps共用 )
350 mVp-p to 600 mVp-p/10kΩ

5 NC - 未接続

6 SQC 入力
スケルチ制御信号入力 (5 V CMOS レベル )
SQL オープン : High レベル / SQL クローズ : Low レベル

RC-D710

PG-5J

13.8 V DC 

12 V  

6  Mini-DIN 

DATA

PANEL

PANEL

DATA

(+)(-)

NC

PKS

PKDGND

SQC

PR9
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11.2 入出力レベルの調整

動作確認機種以外の無線機を接続する場合は、RC-D710 と無線機との間で入出力レベルの調整が必要

となる場合があります。接続される無線機側で入出力レベルが調整できない場合でも、メモリーコン ト

ロールプログラム MCP-2A を使用することにより、RC-D710 側での入出力レベルをさらに 3 dB ス
テップで調整することができます。

11.2.1 RC-D710 入出力レベル設定方法

1. RC-D710 の電源をオフにする。

2. RC-D710 背面の COM 端子とパソコンの間を、PG-5G プログラ ミングケーブル ( シリアル通信

ケーブル ) で接続する。

3. MCP-2A を起動する。

MCP-2A の “ ” ボタンをクリ ックし、RC-D710 からデータを読み込みます。

4. Edit プルダウンメニューから  “Data Terminal” を選択する。

Data Terminal ウィンドウが表示されます。 必要な箇所のレベルを設定します。

図 11-3   Data Terminal ウィンドウ

PKD PIN (1200bps): 1200 bps 出力レベル PR9 PIN (1200bps): 1200 bps 入力レベル

PKD PIN (9600bps): 9600 bps 出力レベル PR9 PIN (9600bps): 9600 bps 入力レベル

* 1200 bps と  9600 bps では入出力端子は共通ですが、レベルはそれぞれ個別に設定されます。 
( 詳細は、MCP-2A のヘルプ・ファイルを参照して ください。)

5. MCP-2A の “ ” ボタンをクリ ックし、RC-D710 にデータを書き込む。

6. RC-D710 の電源をオフにし、PG-5G プログラ ミングケーブルを RC-D710 から外す。

補足 : 動作確認された機種以外の一部の無線機では、PKD/PR9 に接続される TNC データ入出力ラインが無線機内部で DC カッ ト
されておらず、入出力レベルを調整しても正し く動作しない場合がありますのでご注意ください。
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11 その他
11.3 PG-5J ( オプシ ョ ン ) の回路図

図 11-4    PG-5J 回路図 (参考 )

補足 : 当社では、PG-5J に使用されている個別部品のお客様への供給やご案内は、おこなっておりません。

11.4 免許申請 ( 届出 ) について

付属装置としてRC-D710を接続した場合は、以下のように申請 (届出)をします。

• 新たに使用する ト ランシーバーに、RC-D710 を接続する場合（開設、もし くは取替・増設）

以下の諸元の内容を添付して、TSS 株式会社から保証を受けて申請をします。

• すでに免許を受けている空中線電力が20 Wを越えるト ランシーバーに、RC-D710を接続する場合(変更)
以下の諸元の内容を添付して、直接、所轄の地方総合通信局へ申請をします。

• すでに免許を受けている空中線電力が20 W以下のト ランシーバーに、RC-D710を接続する場合(変更)
以下の諸元の内容を添付して、直接、所轄の地方総合通信局へ届出をします。

表 11-2   RC-D710 の諸元

通信速度 1200 bps 9600 bps

方式

AFSK:
副搬送波周波数  1700 Hz
周波数偏移幅　 ±500 Hz

GMSK:
ガウスフ ィルタにより帯域制限
(BbT=0.5) されたベースバンド信号
による直接周波数変調

電波型式 F2D F1D

符号構成 AX.25プロ ト コル準拠

周波数偏移 ±2.4 kHz
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12.1 J-net とは

J-netは、インターネッ ト時代のAPRS と VoIP無線をフルに活かして、視覚と音声QSOを併用した「楽

し さ倍増」の新しいアマチュア無線の運用スタイルを日本にいち早く紹介し、実践しています。さらに

各種 APRS ソフ トウェア認証登録業務、APRSサーバー(T2J-net) 提供、Digipeater ROM書込サービス、

がん募金などAPRS普及活動の全般を担い、日本だけでな く、第Ⅲ地域や環太平洋全体も視野に入れ、

世界的な無線ネッ トワークと しての「APRS + VoIP」の楽しみ方の紹介や普及に尽力しているユーザー

グループです。

12.2 APRS 国内普及のはじまり

12.2.1 JA1OGS Art さんとの出会い

ドイツの友人の勧めで立ち上げた私のEchoLink ノード局 (145.660 MHz) に、自然発生的に「All Japan」
と して全国20～30局が集まり始めました。 それなりに満足していた頃、 VK4GO のコールでオースト

ラリアから  EchoLink と  Skype で呼んできては、「もっと視覚的に広がりのある APRS という楽しみ

方があるのだ！」と日々私を説得する？オランダ人が Art さんでした。 APRS に使う  UI-View32 とい

うアプリケーシ ョ ンソフ トは自分や相手局の居住地または現在地の地図が必要であるため、日本各地

を含む世界中の地図を納めた 1枚のCD を Art さんから発送してもらったのが2003年8月18日のこと

でした。

その後日本人のXYL(VK4ZGO、ともみ) さんの実家のあるさいたま市に移住されることになり、私が東

京出張の時にJA1OGS と JA1OIYのコールを取得されたArt Takahashiご夫妻宅を訪ねた際、話では聞

いていた “Weather Station”なる実物を拝見して、IGate・モービル局・ハンディー機・Digipeaterで満足

していた私は、直感的に次はこれだと思い、すぐにアメ リカから取り寄せました。

そして熊本市で開催されたJARL総会 (2006年5月末 )のときは、狭いながらも当局宅にホームスティ

して頂き、会場でAPRS登録業務を一緒におこない、約50局の新規登録が得られました。誤ったメール

アドレスの処理や本人連絡に数日追われましたが、その後UI-View32画面上に日本全国 (北海道と四国

を除く ) 各エリアにAPRS局が一気に見え始め、苦労した甲斐があり、嬉し く思いました。

12.2.2 JL8NCY 坂口雅人さんとの出会い

熊本でのデモンスト レーシ ョ ン後も北海道 (8エリア )からなかなかAPRS局が現れないため、何とかし

て8エリアにも移動局・IGate・Digipeaterを運用して、基幹となる局がいないかと探していたところに、

Art さんがEchoLink と Skypeで出会ったのが、ex JL8NCY坂口さんです。それから、Art さん・坂口さん・

当局の3人でほぼ毎日Skypeで連絡を取り合い、札幌市のご自宅にまず IGate局と移動局を開設しても

ら うべく、当局が各種機材を彼の元へ届く ようすぐに手配しました。

坂口さんはUI-View32ユーザーのために地図作製ソフ ト「NcyMap」を完成させて くださ り、APRS普及

に大きな弾みをつけて くれました。この地図は非常に精度が高くサテライ ト通信の分野でも利用され

ています。彼は同時に増え続けるUI-View32登録のために、Art さんから国内登録業務を引き継がれ、さ

らにArt さんの意向を組み「APRSがん募金」を開設・管理しておられました。
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彼はAPRSのみならずEchoLinkなど VoIP無線の

利用にも積極的でした。札幌市白石区のレピータ

の管理団体の許可を取り付け、自宅からのリンク

(JL8NCY-R)で J-net札幌レピータ (JR8VA 
439.560 MHz) と鹿児島リピータ (JP6YHK 
439.920 MHz)がJ-netとして繋がり 、北は北海道

から南は沖縄まで、そして海外までもハンディ 機

一つでカバーできるよう になりました。坂口さん

ご逝去後はJK8WJB-R打矢さんが彼の遺志を引き

継ぎご尽力を頂いています。2008年8月9日に、彼

の没後1年を迎えました。改めて彼の偉業を称え

ご冥福をお祈り致します。

図 12-1   APRS の普及に尽力された坂口さん
12.3 CQ 誌 APRS 記事連載

CQ誌2007年1月号～5月号でAPRSの連載記事「APRSをはじめよう」を執筆させて頂きました。編集

長は、パソコン世代ではないOM さんや小学生に至るまで幅広い年齢層にも楽しさが伝わるように、楽

し くやさし く書いてほしい、との意向でした。最終回には坂口さんの「NcyMap」紹介も間に合わすこと

ができました。共にAPRS普及にささやかながら貢献できたかと思っております。

12.4 ハムフェア 2007 の特別セミナー
CQ 誌主催ハムフェア特別セミナー会場で講演

「APRSをはじめよう」をさせて頂く機会を得ま

した。大きな液晶画面を使いながら連載記事にな

かった内容や最新の情報を分かりやすく説明い

たしました。 詳細はCQ誌 2007 年 10 月号をご参

照ください。 出版社にバックナンバーがない場

合は、地元の図書館などでお読み頂ければと思い

ます。

図 12-2   講演中の筆者
12.5 APRS アプリケーシ ョ ン登録業務
日本国内のUI-View32の登録番号発行はJA6NKAおよびJ-netが担当しており、現在約1,100局 (ハム

フェア2007時は約700局 )の登録があります。JA1OGS Art さんは第Ⅲ地域 (日本を除く )を担当してお

ります。そのため国内から Art さんへ送られた登録希望メールは全て JA6NKAへ転送され、145 MHz帯
など免許の有無を確認して登録しております。さらにJ-netではAGWTrackerのPassword と D-PRSの

Validation Codeの番号発行などAPRSアプリケーシ ョ ン登録全般をおこなっております。
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12.6 APRS がん NcyMap 募金のお知らせ
UI-View32の開発者であるRoger Baker氏(ex 
G4IDE)は生前、UI-View32の登録料を無料化する

代わりと して「がん研究機関」への寄付をお願い

されていました。

CQ誌2007年3月号と 10月号の記事でも掲載し

ましたが、2007年8月にJL8NCY坂口さんがご逝

去されたのち 9月からは名称を一部改め「APRS
がんNcyMap募金」と してご協力をお願いしてお

ります。図12-3は募金先の国立癌センター(がん

研究振興財団 )からの感謝状です。

図 12-3   皆さんの募金への感謝状
12.7 T2J-net APRS サーバーの提供
APRSは、2007年のCQ誌連載記事や普及活動な

どで広く知って頂き、2007年8月にはAPRS登録

数が700局を越えるようになり、既存のAPRS
サーバーの負担軽減のため、同年9月に「T2J-net」
サーバーを立ち上げることになりました。

サーバー専用機の資材提供はJA6QAR新橋さん

が引き受けて くださ り、シスオペはJA6APT上福

元さんが引き受けて くださっています。設置場所

にはケンウッ ド (当時ト リオ )の歴代フルライン

も所狭しと列んでいます。

「T2J-net」APRS サーバーは日本国内にとどまら

ずアジア諸国・ヨーロッパ・北米を含む世界中の

ユーザーからご利用いただいており、週末のピー

ク時には 120 局を越え、2008 年 5 月 25 日 (日 ) 
夕方前にはピーク時最多141～143局を記録しま

した。

図 12-4   世界中から利用される T2J-net APRS サーバー
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12.8 ロムライター・イレイザーの提供
当クラブでは日本全国や海外のDigipeaterの有効

設置のためにロムライターを所有しています。

緯度・経度や標高など必要事項をご連絡頂けれ

ば、TNCのROM書き換え (ROM代と ROM送料の

み実費負担)をおこなっています。 JA6APT 上福

元さんから  ロムライター 一式をご提供いただい

ております。

なおハムフェア2008などイベン ト時の (写真を

多用した) J-netデモンスト レーシ ョ ンやPV制作

などは、JA6VBK 菊川さんが担当して くださって

おります。
図 12-5   ロムライター 一式
12.9 マレーシア・インドネシアでの普及活動
2008年１月23日から約4週間JA1OGS Art さん

がマレーシア、インドネシア・バリ島にAPRSの

デモンスト レーシ ョ ンの旅に出かけられ、85局の

新規登録を得ました。スマト ラ沖地震のあった

インドネシアでは政府・警察・赤十字・災害局・

自治体 (中には市長もハムであり、ハム資格のあ

る職員を多数引き連れて来た自治体もあった ) も
彼の講演を聴きに来られ、国営テレビの取材を２

度も受け、津波・災害時のAPRSの機能について

各国の強い関心を実感されました。

現在、J-netではジャカルタ市のYBφAR局に

IGate と Digipeater設置プロジェク ト を進めてお

ります。

図 12-6   インドネシアでのデモンスト レーシ ョ ン
12.10 世界有数の J-net カンファレンス

J-netのEchoLinkカンファレンス JG6YCH-L (シスオペ JI6NAR 竹之上さん ) は、*YOSHINO*カンファ

レンス (代表JA6BJE下野さん )とも相互接続しており 、北海道札幌レピータ (JK8WJB-R ex JL8NCY-R)
から鹿児島錦江湾レピータ (JM6ISF-R 竹之内さん )そして沖縄までを全国く まなく 接続 (30～50局) 
しております。いつでもお気軽に接続やQSOをお楽しみく ださい。

なおJ-net (JA6NKA-R および JG6YCH-L) は、フォーンパッチ (電話回線接続) も可能で、災害時や緊急

時には関係機関との連絡や情報をカンファレンス全体で共有できます。日頃の技術向上が緊急時にも

役立つよう取り組んでおります。

12.11 ロールコールの実施
毎月0の付く日 (10日・20日・30日)の夜8時から J-net (JG6YCH-L) と *YOSHINO*合同で、VoIP無線を

フルに活かしたロールコール(接続数40～60局 )を実施していますので是非チェ ックイン く ださい。

さらに週末にはニューヨーク・ロンドン・シドニーなど世界中のレピータ局など約30局も加わり 1時間

ほど相互接続されます。「APRS + VoIP」の楽し さを地球規模のスケールで体感しています。

JR6GV平良さんが流暢な英語で模範を示され、他の局も英会話の勉強を兼ねて挑戦しておられます。
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12.12 製作講習会の実施

当クラブ J-netは59会(飲み会)のみならず、常に初心に戻り、半田ゴテを手に取り、回路図を眺めなら

の楽しいアイボール会を実施しています。最近では2008年7月6日(日)に鹿児島市立科学館の工作室

にて、CQ誌6月号付録の基板を使ったモールス通信用メモリーキーヤー製作会をおこないました。

2008年10月にはARDFの全国大会が鹿児島県霧島市でおこなわれますので、ハンディ機と PICマイコ

ンを使ったARDF用の送信機など、JARL鹿児島支部との合同の製作講習会なども予定しています。

JE6GXH和田さんが自作の楽しさを体験指導して くださいますので、いつでもご参加ください。

12.13 クラブの思い

NHK大河ドラマ「篤姫」でおなじみ薩摩藩の鶴丸城で、日本で初めてモールス信号による交信

(約600m) がおこなわれたのが1857年 (安政4) のことです。

今や日本中はもちろん世界中が趣味のアマチュア無線で常につながる時代です。当クラブは広く親ま

れながら、アマチュア無線家と メーカーを微力ながらも応援して参りたいと思います。そして世界中の

アマチュア無線家と一緒になって「APRS＋VoIP」無線ネッ トワークの繁栄を享受していきたいと思い

ます。
図 12-7   薩摩藩で最初のモールス通信 図 12-8   ハムフェア 2007 にて
12.14 APRS 関連ホームページ

APRS 登録全般 (J-net JA6NKA)
http://www.suny.jp/Ham/APRS.html

JA1OGS ( 第Ⅲ地域 UI-View 登録 )
http://ja1ogs.com

AGWTracker ( 英語 )
http://www.agwtracker.com

Google APRS Maps

http://aprs.fi

JAPRSX の BBS
http://aprs.xii.jp/aprs/bbslogtop.html
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本書に記載されている各機材やアプリケーシ ョ ン ソフ トウェアの設定などの技術的解説、ウェブ
サイ トの URL、その他の内容については本書が発行された時点のものです。

この小冊子を制作するにあたり、下記の方々に執筆、監修をいただきました。

2.1 ～ 2.6, 7.4 ～ 7.5: WB4APR ボブ・ブルーニンガ (Bob Bruninga) 氏 
6.1.5: KA9MVA ステ ィーブ・ブラ ッグ (Steve Bragg) 氏
8.2 ～ 8.5: K1RFD ジ ョナサン・テイラー (Jonathan Taylor) 氏
12.1 ～ 12.14: JA6NKA 池上済文 (Masafumi Ikenoue) 氏
また、世界中で稼動している APRS、EchoLink システムを保守、保全されているアマチュア無線家の方々にも、
感謝致します。
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